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(57)【要約】
　ワイヤレス通信の間に測定報告を送信するための方法
、システム、装置、およびデバイスについて説明する。
たとえば、低電力期間（たとえば、ＣＤＲＸ　ＯＦＦ期
間）が、測定イベントタイマー（ＴＴＴタイマー）によ
って定義される時間の間に開始するようにスケジュール
されているとき、ＵＥは、低電力期間を変更することが
できる。低電力期間は、測定イベントタイマーによって
定義された時間の間に、ＵＥの低電力期間が開始するこ
とを決定すること、測定イベントタイマーの持続時間、
および低電力期間の持続時間に少なくとも部分的に基づ
いて変更され得る。低電力期間を変更することは、測定
イベントタイマーに関連したＭＲの送信まで低電力状態
の開始を遅らせること、または低電力期間全体をスキッ
プすることを含み得る。ＵＥは、変更に少なくとも部分
的に基づいてＭＲを送信し得る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　測定イベントタイマーによって定義された時間の間に前記ＵＥの低電力期間が開始する
ことを決定することと、
　前記決定、前記測定イベントタイマーの持続時間、および前記低電力期間の持続時間に
少なくとも部分的に基づいて前記低電力期間を変更することと、
　前記変更に少なくとも部分的に基づいて、前記測定イベントタイマーに関連した測定報
告（ＭＲ）を送信することと
　を備える方法。
【請求項２】
　前記低電力期間を変更することが、前記低電力期間よりも前記測定イベントタイマーを
優先させることを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記変更することが、前記測定イベントタイマーの前記持続時間と前記低電力期間の前
記持続時間との間の差に少なくとも部分的に基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記測定イベントタイマーの前記持続時間が前記低電力期間の前記持続時間よりも短い
、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記低電力期間を変更することが、
　前記ＭＲの送信後、前記ＵＥが前記低電力期間に入り出るために十分な時間が前記低電
力期間に残っていると決定すると、前記測定イベントタイマーの満了まで、前記低電力期
間の開始を遅らせること
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記低電力期間を変更することが、
　前記ＭＲの送信後、前記ＵＥが前記低電力期間に入り出るために、十分な時間が前記低
電力期間に残っていないとき、前記低電力期間をスキップすること
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＵＥのモビリティパラメータがしきい値を超えると、前記変更することが行われる
、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記しきい値が、中または高のＵＥモビリティシナリオの１つを示す、請求項７に記載
の方法。
【請求項９】
　前記測定イベントタイマーが、トリガ時間（ＴＴＴ）タイマーである、請求項１に記載
の方法。
【請求項１０】
　前記低電力期間が、接続モード不連続受信（ＣＲＤＸ）ＯＦＦ期間である、請求項１に
記載の方法。
【請求項１１】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　測定イベントタイマーによって定義された時間の間に前記ＵＥの低電力期間が開始する
ことを決定するための手段と、
　前記決定、前記測定イベントタイマーの持続時間、および前記低電力期間の持続時間に
少なくとも部分的に基づいて前記低電力期間を変更するための手段と、
　前記変更に少なくとも部分的に基づいて、前記測定イベントタイマーに関連した測定報
告（ＭＲ）を送信するための手段と
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　を備える装置。
【請求項１２】
　前記低電力期間を変更するための前記手段が、前記低電力期間よりも前記測定イベント
タイマーを優先させるための手段を備える、請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記変更するための前記手段が、前記測定イベントタイマーの前記持続時間と前記低電
力期間の前記持続時間との間の差に少なくとも部分的に基づく、請求項１１に記載の装置
。
【請求項１４】
　前記測定イベントタイマーの前記持続時間が前記低電力期間の前記持続時間よりも短い
、請求項１１に記載の装置。
【請求項１５】
　前記低電力期間を変更するための前記手段が、
　前記ＭＲの送信後、前記ＵＥが前記低電力期間に入り出るために、十分な時間が前記低
電力期間に残っていると決定すると、前記測定イベントタイマーの満了まで、前記低電力
期間の開始を遅らせるための手段
　を備える、請求項１１に記載の装置。
【請求項１６】
　前記低電力期間を変更するための前記手段が、
　前記ＭＲの送信後、前記ＵＥが前記低電力期間に入り出るために、十分な時間が前記低
電力期間に残っていないとき、前記低電力期間をスキップするための手段
　を備える、請求項１１に記載の装置。
【請求項１７】
　前記ＵＥのモビリティパラメータがしきい値を超えると、変更するための前記手段が行
われる、請求項１１に記載の装置。
【請求項１８】
　前記しきい値が、中または高のＵＥモビリティシナリオの１つを示す、請求項１７に記
載の装置。
【請求項１９】
　前記測定イベントタイマーが、トリガ時間（ＴＴＴ）タイマーである、請求項１１に記
載の装置。
【請求項２０】
　前記低電力期間が、接続モード不連続受信（ＣＲＤＸ）ＯＦＦ期間である、請求項１１
に記載の装置。
【請求項２１】
　少なくとも１つのプロセッサと、命令がその上に記憶された、前記少なくとも１つのプ
ロセッサに結合されたメモリと、送信機とを備える、ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレ
ス通信のための装置であって、
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　　測定イベントタイマーによって定義された時間の間に前記ＵＥの低電力期間が開始す
ることを決定し、
　　前記決定、前記測定イベントタイマーの持続時間、および前記低電力期間の持続時間
に少なくとも部分的に基づいて前記低電力期間を変更する
　ように構成され、
　前記送信機が、
　　前記変更に少なくとも部分的に基づいて、前記測定イベントタイマーに関連した測定
報告（ＭＲ）を送信する
　ように構成される
　装置。
【請求項２２】
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　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記低電力期間よりも前記測定イベントタイマー
を優先させることによって、前記低電力期間を変更するように構成される、請求項２１に
記載の装置。
【請求項２３】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記測定イベントタイマーの前記持続時間と前記
低電力期間の前記持続時間との間の差に少なくとも部分的に基づいて変更するように構成
される、請求項２１に記載の装置。
【請求項２４】
　前記測定イベントタイマーの前記持続時間が前記低電力期間の前記持続時間よりも短い
、請求項２１に記載の装置。
【請求項２５】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記ＭＲの送信後、前記ＵＥが前記低電力期間に
入り出るために、十分な時間が前記低電力期間に残っていると決定すると、前記測定イベ
ントタイマーの満了まで、前記低電力期間の開始を遅らせることによって、前記低電力期
間を変更するように構成される、請求項２１に記載の装置。
【請求項２６】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記ＭＲの送信後、前記ＵＥが前記低電力期間に
入り出るために、十分な時間が前記低電力期間に残っていないとき、前記低電力期間をス
キップすることによって、前記低電力期間を変更するように構成される、請求項２１に記
載の装置。
【請求項２７】
　命令を記憶した、ワイヤレス通信のためのコンピュータ可読媒体であって、前記命令は
、
　測定イベントタイマーによって定義された時間の間にユーザ機器（ＵＥ）の低電力期間
が開始することを決定することと、
　前記決定、前記測定イベントタイマーの持続時間、および前記低電力期間の持続時間に
少なくとも部分的に基づいて前記低電力期間を変更することと、
　前記変更に少なくとも部分的に基づいて、前記測定イベントタイマーに関連した測定報
告（ＭＲ）を送信することと
　のために１つまたは複数のプロセッサによって実行可能である、
　コンピュータ可読媒体。
【請求項２８】
　前記低電力期間を変更することが、前記低電力期間よりも前記測定イベントタイマーを
優先させることを備える、請求項２７に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２９】
　前記低電力期間を変更することが、
　前記ＭＲの送信後、前記ＵＥが前記低電力期間に入り出るために、十分な時間が前記低
電力期間に残っていると決定すると、前記測定イベントタイマーの満了まで、前記低電力
期間の開始を遅らせること
　を備える、請求項２７に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項３０】
　前記低電力期間を変更することが、
　前記ＭＲの送信後、前記ＵＥが前記低電力期間に入り出るために、十分な時間が前記低
電力期間に残っていないとき、前記低電力期間をスキップすること
　を備える、請求項２７に記載のコンピュータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　[0001]本出願は、それらの全体が参照により本明細書に明確に組み込まれる、２０１３
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年１１月１１日に出願された米国出願第６１／９０２，６５７号、および２０１４年１１
月１０日に出願された米国出願第１４／５３７，５６３号の優先権を主張する。
【０００２】
　[0002]本開示の態様は、一般に、ワイヤレス通信に関し、より詳細には、ワイヤレス通
信の間の測定報告（ＭＲ）の送信に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、
ブロードキャストなど、様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開されて
いる。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、時間、周波数およ
び出力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元
接続システムであり得る。そのような多元接続システムの例は、符号分割多元接続（ＣＤ
ＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ
）システム、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムを含む。
【０００４】
　[0004]概して、ワイヤレス多元接続通信システムは、各々が複数のユーザ機器（たとえ
ば、モバイルデバイス）のための通信を同時にサポートする、いくつかの基地局を含み得
る。各基地局は、カバレージエリアを有し、ＵＥが基地局のカバレージエリア（すなわち
、サービングセル）から離れるとき、または離れようとしているとき、ＵＥは、別の基地
局（すなわち、近隣セル）にハンドオーバされ得る。ハンドオーバがいつ適切であるかを
基地局が決定するのを支援するために、ユーザ機器（ＵＥ）は、測定報告（ＭＲ）を基地
局に送信することができる。ＭＲは、たとえば、サービングセルの信号強度、近隣セルの
信号強度、および／またはサービングセルに関連した信号強度と近隣セルに関連した信号
強度との比較に関係する測定値を含み得る。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]説明される特徴は一般に、ワイヤレス通信の間に測定報告を送信するための１つ
または複数の方法、システム、装置、および／またはデバイスに関する。
【０００６】
　[0006]いくつかの場合には、ＵＥは、接続不連続受信（ＣＤＲＸ：connected disconti
nuous reception）モードで動作することができる。ＣＤＲＸモードで動作するとき、Ｕ
Ｅは、交互のＣＤＲＸ　ＯＮ期間とＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間とを巡回し得る。測定報告がＣ
ＤＲＸ　ＯＦＦ期間の間に送信されることになっているとき、測定報告の送信は、次のＣ
ＤＲＸ　ＯＮ期間まで遅延され得る、または、測定報告は破棄され得る、または、ＵＥは
、ＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間を早期に出る可能性がある（たとえば、測定報告を送信するため
に）。これらのシナリオのすべては、望ましくない可能性がある。したがって、本明細書
で開示する方法、システム、装置、および／またはデバイスは、いくつかの条件下では、
測定報告のタイミングを変更し、いくつかの場合には、ＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間に入る前に
、測定報告を早期に送信する。
【０００７】
　[0007]本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信の間に測定報告を送信するための方
法を提供する。本方法は、測定イベントを検出することと、測定イベントに関連した測定
報告のタイミングがＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間の間であることを決定することと、決定に応答
して測定報告のタイミングを変更することとを概して含む。
【０００８】
　[0008]本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信の間に測定報告を送信するための装
置を提供する。本装置は、測定イベントを検出するための手段と、測定イベントに関連し
た測定報告のタイミングがＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間の間であることを決定するための手段と
、決定に応答して測定報告のタイミングを変更するための手段とを概して含む。
【０００９】
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　[0009]本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス通信の間に測定報告を送信するための装
置を提供する。本装置は、プロセッサと、命令がその上に記憶された、プロセッサに結合
されたメモリとを概して含む。命令は、測定イベントを検出し、測定イベントに関連した
測定報告のタイミングがＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間の間であることを決定し、決定に応答して
測定報告のタイミングを変更するようにプロセッサによって実行可能であり得る。
【００１０】
　[0010]本開示のいくつかの態様は、命令を記憶した、ワイヤレス通信のためのコンピュ
ータ可読媒体を提供する。命令は、測定イベントを検出することと、測定イベントに関連
した測定報告のタイミングがＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間の間であることを決定することと、決
定に応答して測定報告のタイミングを変更することとのために、１つまたは複数のプロセ
ッサによって実行可能である。
【００１１】
　[0011]さらに、本明細書に詳述されるように、測定報告の適時性は、ネットワークがＵ
Ｅに関してハンドオーバの決定を行うのを支援することができる。したがって、本明細書
で開示する態様、方法、システム、装置、および／またはデバイスによれば、測定報告に
関連した測定イベントタイマーは、低電力期間よりも（たとえば、ＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間
よりも）優先され得る。
【００１２】
　[0012]本開示のいくつかの態様は、ＵＥによるワイヤレス通信のための方法を提供する
。本方法は、測定イベントタイマーによって定義された時間の間にＵＥの低電力期間が開
始することを決定することと、決定、測定イベントタイマーの持続時間、および低電力期
間の持続時間に少なくとも部分的に基づいて低電力期間を変更することと、変更に少なく
とも部分的に基づいて、測定イベントタイマーに関連した測定報告（ＭＲ）を送信するこ
ととを概して含む。
【００１３】
　[0013]本開示のいくつかの態様は、ＵＥによるワイヤレス通信のための装置を提供する
。本装置は、測定イベントタイマーによって定義された時間の間に装置の低電力期間が開
始することを決定するための手段と、決定、測定イベントタイマーの持続時間、および低
電力期間の持続時間に少なくとも部分的に基づいて低電力期間を変更するための手段と、
変更に少なくとも部分的に基づいて、測定イベントタイマーに関連した測定報告（ＭＲ）
を送信するための手段とを概して含む。
【００１４】
　[0014]本開示のいくつかの態様は、ＵＥによるワイヤレス通信のための装置を提供する
。本装置は、少なくとも１つのプロセッサと、命令がその上に記憶された、少なくとも１
つのプロセッサに結合されたメモリと、送信機とを概して含む。命令は、測定イベントタ
イマーによって定義された時間の間にＵＥの低電力期間が開始することを決定し、決定、
測定イベントタイマーの持続時間、および低電力期間の持続時間に少なくとも部分的に基
づいて低電力期間を変更するようにプロセッサによって実行可能であり得る。送信機は、
変更に少なくとも部分的に基づいて、測定イベントタイマーに関連した測定報告（ＭＲ）
を送信するように構成され得る。
【００１５】
　[0015]本開示のいくつかの態様は、命令を記憶した、ワイヤレス通信のためのコンピュ
ータ可読媒体を提供する。命令は、ＵＥによって、測定イベントタイマーによって定義さ
れた時間の間に装置の低電力期間が開始することを決定することと、ＵＥによって、決定
、測定イベントタイマーの持続時間、および低電力期間の持続時間に少なくとも部分的に
基づいて低電力期間を変更することと、ＵＥによって、変更に少なくとも部分的に基づい
て、測定イベントタイマーに関連した測定報告（ＭＲ）を送信することとのために、１つ
または複数のプロセッサによって実行可能である。
【００１６】
　[0016]さらに、記載される方法および装置の適用性の範囲は、以下の発明を実施するた
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めの形態、特許請求の範囲、および図面から明らかになろう。説明の趣旨および範囲内の
様々な変更および改変が当業者には明らかになるので、発明を実施するための形態および
具体的な例は、例示として与えられるものにすぎない。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
　[0017]以下の図面を参照することにより、本発明の性質および利点のさらなる理解が実
現され得る。添付の図では、同様の構成要素または特徴は、同じ参照ラベルを有する場合
がある。さらに、同じタイプの様々な構成要素は、参照ラベルの後に、ダッシュと、同様
の構成要素の間を区別する第２のラベルとを続けることによって区別され得る。第１の参
照ラベルのみが本明細書において使用される場合、説明は、第２の参照ラベルにかかわら
ず、同じ第１の参照ラベルを有する同様の構成要素のうちのいずれにも適用可能である。
【図１】[0018]本開示の態様による、ワイヤレス通信システムのブロック図。
【図２】[0019]本開示の態様による、測定報告モジュールを有するＵＥのブロック図。
【図３】[0020]本開示の態様による、測定報告モジュールを有する別のＵＥのブロック図
。
【図４】[0021]本開示の態様による、タイミング決定モジュールとタイミング変更モジュ
ールとの一例のブロック図。
【図５】[0022]本開示の態様による、ＵＥの一例のブロック図。
【図６】[0023]本開示の態様による、異なる条件下での測定報告の送信を示すタイミング
図。
【図７】[0024]本開示の態様による、異なる条件下での測定報告の送信を示すタイミング
図。
【図８】[0025]本開示の態様による、ＵＥによって実行される例示的な動作を示す図。
【図９】[0026]本開示の態様による、測定報告を送信するための例示的な流れ図。
【図１０】[0027]本開示の態様による、測定報告を送信するための例示的な流れ図。
【図１１】[0028]本開示の態様による、ＵＥが遅延測定報告を送信する一例を示す図。
【図１２】[0029]本開示の態様による、ＵＥによって実行される例示的な動作を示す図。
【図１３】[0030]本開示の態様による、ＵＥが低電力の開始を遅らせることによって低電
力期間よりも測定イベントタイマーを優先させる一例を示す図。
【図１４】[0031]本開示の態様による、ＵＥが低電力期間をスキップすることによって低
電力期間よりも測定イベントタイマーを優先させる一例を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　[0032]ワイヤレス通信の間の測定報告の送信について記載されている。ＣＤＲＸモード
で動作するとき、ＵＥは、そのＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間の間、その無線をオフにし、および
／またはスリープすることができる。したがって、測定報告がＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間の間
に送信されることになっているとき、測定報告の送信は、次のＣＤＲＸ　ＯＮ期間まで遅
延され得る。
【００１９】
　[0033]一方、いくつかの測定報告（たとえば、モビリティ測定報告）の適時性は重要で
あり得、測定報告の送信の遅延は、測定報告をほとんどまたはまったく価値のないものに
し、もはや当てはまらない測定値に基づいて、ネットワークにアクションを起こさせる（
たとえば、ハンドオーバを開始する）可能性がある。一方、測定値が安定していると決定
される前に、測定報告を送信することは、軽率であり得る。
【００２０】
　[0034]本開示の態様は、たとえば、測定イベントタイマーによって定義される時間の間
に、低電力期間が開始するようにスケジュールされているとき、低電力期間よりも測定イ
ベントタイマーを優先させるための方法および装置を提供する。本明細書で説明するよう
に、ＵＥは、決定、測定イベントタイマーの持続時間、および低電力期間の持続時間に少
なくとも部分的に基づいて低電力期間を変更することができる。低電力期間を変更するこ



(8) JP 2016-535514 A 2016.11.10

10

20

30

40

50

とは、測定イベントタイマーに関連したＭＲの送信まで低電力状態の開始を遅らせること
、または低電力期間をスキップすることを含み得る。ＵＥは、変更に少なくとも部分的に
基づいてＭＲを送信し得る。
【００２１】
　[0035]さらに、本明細書で開示する方法、システム、装置、およびデバイスは、測定報
告を、ＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間に入る前に、早期に送信できるようにする。しかしながら、
いくつかの態様では、測定報告が不安定な、および／または誤った測定値を含む可能性を
減少させるように、測定報告の早期の送信が回避され得る。
【００２２】
　[0036]以下の説明は例を与えるものであり、特許請求の範囲に記載される範囲、適用可
能性、または構成を限定するものではない。本開示の趣旨および範囲から逸脱することな
く、説明される要素の機能および構成において変更が行われる場合がある。様々な実施形
態／態様は、適宜、様々な手順またはコンポーネントを省略し、置換し、または追加する
ことができる。たとえば、記載される方法は、記載される順序とは異なる順序で実施され
る場合があり、様々なステップが追加、省略、または組み合わされる場合がある。また、
いくつかの実施形態に関して記載される特徴は、他の実施形態／態様において組み合わさ
れる場合がある。
【００２３】
　[0037]図１は、本開示の態様が実施され得る例示的なワイヤレス通信システムを示す。
示されるように、ワイヤレス通信システム１００のＵＥ１１５、１１５－ａは、時として
ＣＤＲＸモードで動作し得る。ＣＤＲＸ　ＯＮ期間の間に、測定報告をトリガするための
開始状態（entering condition）またはイベントがＵＥによって検出され得る。しかしな
がら、測定報告は、ある将来の時点まで送信の用意ができていない可能性があり、将来の
時点は、後続のＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間の間に起こり得る。測定報告が送信の用意ができて
いる時間が、ＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間の開始の後に当たるとき、その適時性および有用性は
、その報告を遅らせることによって悪影響を受ける可能性がある。態様によれば、ＵＥは
、タイムリーな測定報告をネットワーク（たとえば、サービング基地局）に送信しようと
して、本明細書で説明するように、低電力期間よりも測定イベントタイマーを優先させる
ように構成され得る。
【００２４】
　[0038][0001]最初に図１を参照すると、図はワイヤレス通信システム１００の例を示し
ている。システム１００は、複数のアクセスポイント（たとえば、基地局、ｅノードＢ（
ｅＮＢ）、またはワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）アクセスポイント
）１０５と、いくつかのＵＥ１１５と、コアネットワーク１３０とを含む。アクセスポイ
ント１０５のいくつかは、様々な態様ではコアネットワーク１３０またはいくつかのアク
セスポイント１０５（たとえば、基地局またはｅＮＢ）の一部であり得る、基地局コント
ローラ（図示せず）の制御下でＵＥ１１５と通信し得る。アクセスポイント１０５のいく
つかは、バックホール１３２を通じてコアネットワーク１３０と制御情報および／または
ユーザデータを通信し得る。いくつかの態様では、アクセスポイント１０５のいくつかは
、有線またはワイヤレス通信リンクであり得るバックホールリンク１３４を通じて、互い
に直接または間接的に通信し得る。システム１００は、複数のキャリア（異なる周波数の
波形信号）上の動作をサポートし得る。マルチキャリア送信機は、複数のキャリアで同時
に被変調信号を送信し得る。たとえば、各通信リンク１２５は、様々な無線技術に従って
変調されたマルチキャリア信号であり得る。各々の変調された信号は、異なるキャリア上
で送られてよく、制御情報（たとえば、参照信号、制御チャネルなど）、オーバーヘッド
情報、データなどを搬送することができる。
【００２５】
　[0039]アクセスポイント１０５は、１つまたは複数のアクセスポイントアンテナを介し
てＵＥ１１５とワイヤレスに通信し得る。アクセスポイント１０５の各々は、それぞれの
カバレッジエリア１１０のための通信カバレッジを与え得る。いくつかの態様では、アク



(9) JP 2016-535514 A 2016.11.10

10

20

30

40

50

セスポイント１０５は、基地局、基地トランシーバ局、無線基地局、無線トランシーバ、
基本サービスセット（ＢＳＳ：basic service set）、拡張サービスセット（ＥＳＳ：ext
ended service set）、ノードＢ、発展型ノードＢ（ｅＮＢ：evolved NodeB）、ホームノ
ードＢ、ホームｅノードＢ、ＷＬＡＮアクセスポイント、または何らかの他の好適な用語
で呼ばれることがある。アクセスポイントのためのカバレッジエリア１１０は、カバレッ
ジエリアの一部分のみを構成するセクタ（図示せず）に分割され得る。システム１００は
、異なるタイプのアクセスポイント１０５（たとえば、マクロ基地局、マイクロ基地局、
および／またはピコ基地局）を含み得る。アクセスポイント１０５はまた、異なる無線ア
クセス技術を利用し得る。異なるタイプの技術および異なる無線技術に対して重複するカ
バレージエリアが存在し得る。
【００２６】
　[0040]いくつかの態様では、システム１００はＬＴＥ（登録商標）／ＬＴＥ－Ａ通信シ
ステム（またはネットワーク）であるか、またはそれを含み得る。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通
信システムでは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）およびユーザ機器（ＵＥ）という用語は、概
して、それぞれアクセスポイント１０５およびＵＥ１１５について説明するために使用さ
れ得る。システム１００は、異なるタイプのｅＮＢがカバレージを様々な地理的領域に与
える異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークでもあり得る。たとえば、各ｅＮＢ１０５は、
マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイプのセルのための通信カ
バレッジを与え得る。マクロセルは、一般に、比較的大きい地理的エリア（たとえば、半
径数キロメートル）をカバーし、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥ
による無制限アクセスを可能にすることができる。ピコセルは、一般に、比較的小さい地
理的エリアをカバーすることになり、ネットワークプロバイダとのサービスに加入してい
るＵＥによる無制限アクセスを可能にすることができる。また、フェムトセルは、一般に
、比較的小さい地理的エリア（たとえば、自宅）をカバーすることになり、無制限アクセ
スに加えて、フェムトセルと関連するＵＥ（たとえば、限定加入者グループ（ＣＳＧ）内
のＵＥ、自宅内のユーザ用のＵＥなど）による制限付きアクセスも提供することができる
。マクロセルのためのｅＮＢは、マクロｅＮＢと呼ばれることがある。ピコセルのための
ｅＮＢは、ピコｅＮＢと呼ばれることがある。また、フェムトセルのためのｅＮＢは、フ
ェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢと呼ばれ得る。ｅＮＢは、１つまたは複数（たとえば、
２つ、３つ、４つなど）のセルをサポートすることができる。
【００２７】
　[0041]コアネットワーク１３０は、バックホール１３２（たとえば、Ｓ１など）を介し
てｅＮＢ１０５と通信し得る。ｅＮＢ１０５はまた、たとえば、バックホールリンク１３
４（たとえば、Ｘ２など）を介して、および／またはバックホール１３２を介して（たと
えば、コアネットワーク１３０を通じて）、直接または間接的に互いに通信し得る。ワイ
ヤレス通信システム１００は同期動作または非同期動作をサポートすることができる。同
期動作の場合、ｅＮＢは同様のフレームタイミングを有し得、異なるｅＮＢからの送信は
時間的にほぼ整合され得る。非同期動作の場合、ｅＮＢは異なるフレームタイミングを有
する場合があり、異なるｅＮＢからの送信は、時間的に整合されない場合がある。本明細
書で説明される技法は、同期動作または非同期動作のいずれかに対して使用され得る。
【００２８】
　[0042]ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散されてよく、
各ＵＥは固定または移動であり得る。ＵＥ１１５は、当業者により、移動局、加入者局、
モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、ワイヤレ
スデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局、アクセス
端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザエージェン
ト、モバイルクライアント、クライアント、または他の何らかの適切な用語で呼ばれる場
合もある。ＵＥ１１５は、セルラー電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、
ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブレットコンピュータ、ラップトッ
プコンピュータ、コードレスフォン、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局などであり
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得る。ＵＥは、マクロｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、リレーなどと通信すること
が可能であり得る。
【００２９】
　[0043]システム１００に示された通信リンク１２５は、（たとえば、ＵＥ１１５からｅ
ＮＢ１０５への）アップリンク（ＵＬ）送信を搬送するためのアップリンク、および／ま
たは（たとえば、ｅＮＢ１０５からＵＥ１１５への）ダウンリンク（ＤＬ）送信を搬送す
るためのダウンリンクを含み得る。ＵＬ送信は逆方向リンク送信と呼ばれることもあり、
ＤＬ送信は順方向リンク送信と呼ばれることもある。モビリティを促進するために、ｅＮ
Ｂ１０５は、測定構成をそのカバレージエリアにおけるＵＥ１１５に提供することができ
る。測定構成は、ＵＥが測定を実行するように向けられたいくつかの測定対象を含み得る
。測定構成は、測定報告のためのイベントトリガを定義することができ、各イベントトリ
ガは、関連のパラメータを有し得る。ＵＥ１１５は、構成された測定イベントを検出する
と、関連の測定対象に関する情報とともに、ｅＮＢ１０５に測定報告を送ることによって
、応答することができる。トリガ時間（ＴＴＴ）パラメータは、ＵＥがその測定報告を送
る前に、測定イベントがどのぐらい持続しなければならないかを定義するために使用され
得る。このようにして、ＵＥは、ネットワークにその無線状態の変化をシグナリングする
ことができる。
【００３０】
　[0044]次に図２を参照すると、ブロック図２００は、様々な態様による、ワイヤレス通
信の間に測定報告を送信するためのＵＥ１１５－ｂを示している。
【００３１】
　[0045]ＵＥ１１５－ｂは、図１を参照しながら説明したＵＥ１１５のうちの１つの、１
つまたは複数の態様の一例であり得る。ＵＥ１１５－ｂはプロセッサでもあり得る。ＵＥ
１１５－ｂは、受信機モジュール２０５、測定報告モジュール２１０、および／または送
信機モジュール２１５を含み得る。これらの構成要素の各々は互いと通信している場合が
ある。
【００３２】
　[0046]ＵＥ１１５－ｂの構成要素は、個別にまたは集合的に、ハードウェア中の適用可
能な機能の一部または全部を実行するように適応された１つまたは複数の特定用途向け集
積回路（ＡＳＩＣ）を用いて実装され得る。代替として、それらの機能は、１つまたは複
数の他の処理ユニット（またはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実行され
る場合がある。他の態様では、当技術分野で知られている任意の方式でプログラムされ得
る他のタイプの集積回路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、フ
ィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、および他のセミカスタムＩＣ）が使
用され得る。各ユニットの機能は、全体的または部分的に、１つまたは複数の汎用プロセ
ッサまたは特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモ
リ内で具現化された命令を用いて実装される場合もある。
【００３３】
　[0047]受信機モジュール２０５は、任意の数の受信機を含み得る。いくつかの場合には
、受信機モジュール５０５は、セルラー受信機を含み得る。いくつかの場合には、セルラ
ー受信機は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機であり得る。セルラー受信機は、総称して送信と
呼ばれる様々なタイプのデータおよび／または制御信号を受信するために使用され得る。
送信は、図１を参照しながら説明された、ワイヤレス通信システム１００などのワイヤレ
ス通信システムの１つまたは複数の通信チャネルを介して受信され得る。いくつかの場合
には、受信機モジュール２０５は、イーサネット（登録商標）またはＷＬＡＮ受信機など
、代替または追加のタイプの受信機を含み得る。イーサネットまたはＷＬＡＮ受信機は、
様々なタイプのデータおよび／または制御信号を受信するために使用されてもよく、ワイ
ヤレス通信システム１００など、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通信チャネ
ルを介して送信を受信することもできる。
【００３４】
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　[0048]測定報告モジュール２１０は様々な機能を実行し得る。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａの文
脈で、測定報告モジュール２１０は、測定報告をトリガするための開始状態またはイベン
トを検出し、トリガ時間（ＴＴＴ）タイマーを開始することができる。開始状態またはイ
ベントは、たとえば、しきい値を満たす測定基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）または測定基
準信号受信品質（ＲＳＲＱ）によって可能である。次いで、測定報告モジュール２１０は
、それがＴＴＴタイマーの持続時間に当てはまることを確実にするために、開始状態を監
視することができる。ＴＴＴタイマーが満了すると、測定報告モジュール２１０は、まだ
送信されていない測定報告の作成をトリガし、アップリンク（ＵＬ）許可についてのネッ
トワークへの（たとえば、ネットワークのｅＮＢへの）サービス要求の送信をトリガする
ことができる。ネットワークが測定報告の送信にリソースを割り振り、ＵＬ許可を提供す
ると、測定報告モジュール２１０は、測定報告をネットワークに（たとえば、ネットワー
クのｅＮＢに）送信することができる。
【００３５】
　[0049]ＵＥ１１５－ｂがＣＤＲＸモードで動作しているとき、測定報告に関連したＴＴ
ＴタイマーがＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間の間に期限切れになり得ることが考えられる。したが
って、測定報告の送信が次のＣＤＲＸ　ＯＮ期間まで遅延され得る、または、測定報告が
破棄され得る、または、ＵＥ１１５－ｂが、測定報告を送信するために、そのＣＤＲＸ　
ＯＦＦ期間から起動され得る。これらのシナリオのすべてが望ましくない可能性があるの
で、測定報告モジュール２１０は、いくつかの場合には、たとえばＴＴＴタイマーの満了
前、およびＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間に入る前に、測定報告を早期に送信することができる。
そのような早期の送信は、測定報告の適時性を維持し、および／またはそのＣＤＲＸ　Ｏ
ＦＦ期間の間、スリープ状態のままにすることによって、ＵＥ１１５－ｂが電力を節約す
ることを可能にすることができる。
【００３６】
　[0050]さらに、態様によれば、ＵＥ１１５－ｂがＣＤＲＸモードで動作しているとき、
測定報告に関連したＴＴＴタイマーがＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間の間に期限切れになり得るこ
とが考えられる。それに応答して、ＵＥは、本明細書で説明する方法に従って、低電力期
間を変更することができる。
【００３７】
　[0051]送信機モジュール２１５は、任意の数の送信機を含み得る。いくつかの場合には
、送信機モジュール２１５は、セルラー送信機を含み得る。いくつかの場合には、セルラ
ー送信機は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機であり得る。セルラー送信機は、総称して送信と
呼ばれる様々なタイプのデータおよび／または制御信号を送信するために使用され得る。
送信は、図１を参照しながら説明された、ワイヤレス通信システム１００などのワイヤレ
ス通信システムの１つまたは複数の通信チャネルを介して送信され得る。いくつかの場合
には、送信機モジュール２１５は、イーサネットまたはＷＬＡＮ送信機など、代替または
追加のタイプの送信機を含み得る。また、イーサネットまたはＷＬＡＮ送信機は、様々な
タイプのデータおよび／または制御信号を送信するため、また、ワイヤレス通信システム
１００などのワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通信チャネルを介して送信する
ために使用され得る。
【００３８】
　[0052]図３は、本明細書で説明する低電力期間よりも測定イベントタイマーを優先させ
るように構成され得る１つまたは複数の構成要素を含むＵＥ１１５－ｃを示す。たとえば
、タイミング変更モジュールは、測定イベントタイマー（たとえば、ＴＴＴタイマー）の
満了時にＭＲ報告を送信しようとして、低電力期間を変更するように構成され得る。測定
報告送信モジュール３２０は、タイムリーなＭＲをネットワークに送信するように構成さ
れ得る。
【００３９】
　[0053]次に図３を参照すると、ブロック図３００は、様々な態様によるワイヤレス通信
の間に測定報告を送信するためのＵＥ１１５－ｃを示している。ＵＥ１１５－ｃは、図１
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および／または図２を参照しながら説明したＵＥ１１５のうちの１つの１つまたは複数の
態様の一例であり得る。ＵＥ１１５－ｃはプロセッサでもあり得る。ＵＥ１１５－ｃは、
受信機モジュール２０５、測定報告モジュール２１０－ａ、および／または送信機モジュ
ール２１５を含み得る。これらの構成要素の各々は互いと通信している場合がある。
【００４０】
　[0054]ＵＥ１１５－ｃの構成要素は、個別にまたは集合的に、ハードウェア中の適用可
能な機能の一部または全部を実行するように適応された１つまたは複数のＡＳＩＣを用い
て実装され得る。代替として、それらの機能は、１つまたは複数の他の処理ユニット（ま
たはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実行される場合がある。他の態様で
は、当技術分野で知られている任意の方式でプログラムされ得る他のタイプの集積回路（
たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、および他のセミカ
スタムＩＣ）が使用され得る。各ユニットの機能は、全体的または部分的に、１つまたは
複数の汎用プロセッサまたは特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマ
ットされた、メモリ内で具現化された命令を用いて実装される場合もある。
【００４１】
　[0055]受信機モジュール２０５および送信機モジュール２１５は、図２を参照しながら
説明されたものと同様に構成され得る。測定報告モジュール２１０－ａは、図２を参照し
ながら説明された測定報告モジュール２１０の１つまたは複数の態様の一例であってよく
、測定イベント検出モジュール３０５、タイミング決定モジュール３１０、タイミング変
更モジュール３１５、および／または測定報告送信モジュール３２０を含み得る。
【００４２】
　[0056]いくつかの態様では、測定イベント検出モジュール３０５は、測定イベントを検
出するために使用され得る。測定イベントは、いくつかの場合には、たとえば、３ＧＰＰ
（登録商標）ＴＳ３６．３３１、§５．５に記載された測定イベントのうちの１つ（たと
えば、サービングセルの信号強度、近隣セルの信号強度、および／またはサービングセル
に関連した信号強度と近隣セルに関連した信号強度との比較に関連する測定値）など、モ
ビリティ測定イベントおよび／またはＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ測定イベントとすることができ
る。
【００４３】
　[0057]いくつかの態様では、タイミング決定モジュール３１０は、検出された測定イベ
ントに関連した測定報告のタイミングがＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間の間であるかどうかを決定
するために使用され得る。ＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間は、測定報告がＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間の
間に送信されないように、スリープ期間、および／または無線オフ期間を含み得る。
【００４４】
　[0058]いくつかの態様では、タイミング変更モジュール３１５は、測定報告のタイミン
グがＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間の間である旨のタイミング決定モジュール３１０による決定に
応答して測定報告のタイミングを変更するために使用され得る。
【００４５】
　[0059]いくつかの態様では、測定報告送信モジュール３２０は、通常の時間、早期の時
間、または遅延の時間に測定報告を送信するために使用され得る。
【００４６】
　[0060]図４は、本明細書で説明する低電力期間よりも測定イベントタイマーを優先させ
るように構成され得るＵＥの例示的な構成要素を示す。たとえば、ＴＴＴ－ＣＤＲＸ区間
比較モジュール（TTT to CDRX interval comparison module）４１５は、低電力期間がＴ
ＴＴの間に開始するとの決定、ＴＴの持続時間、および低電力期間の持続時間に基づいて
、低電力期間を変更するように構成され得る。さらに、ＴＴＴ満了分析サブモジュール４
２０は、測定イベントに関連した測定報告のタイミングがＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間の間であ
るかどうかを決定するように構成され得る。
【００４７】
　[0061]次に図４を参照すると、ブロック図４００は、様々な実施形態による、タイミン
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グ決定モジュール３１０－ａ、およびタイミング変更モジュール３１５－ａの一態様を示
す。タイミング決定モジュール３１０－ａおよびタイミング変更モジュール３１５－ａは
、図３を参照しながら説明したタイミング決定モジュール３１０およびタイミング変更モ
ジュール３１５の１つまたは複数の態様の例であり得る。タイミング決定モジュール３１
０－ａは、ＴＴＴ評価モジュール４０５、ＣＤＲＸ区間評価モジュール４１０、ＴＴＴ－
ＣＤＲＸ区間比較モジュール４１５、パラメータ識別モジュール４３０、および／または
しきい値設定モジュール４３５を含み得る。
【００４８】
　[0062]タイミング決定モジュール３１０－ａおよびタイミング変更モジュール３１５－
ａの構成要素は、ハードウェアにおいて適用可能な機能の一部または全部を実施するよう
に適応された１つまたは複数のＡＳＩＣを使用して、個々にまたはまとめて実装され得る
。代替として、それらの機能は、１つまたは複数の他の処理ユニット（またはコア）によ
って、１つまたは複数の集積回路上で実行される場合がある。他の態様では、当技術分野
で知られている任意の方式でプログラムされ得る他のタイプの集積回路（たとえば、スト
ラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、および他のセミカスタムＩＣ）が
使用され得る。各ユニットの機能は、全体的または部分的に、１つまたは複数の汎用プロ
セッサまたは特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メ
モリ内で具現化された命令を用いて実装される場合もある。
【００４９】
　[0063]いくつかの態様では、ＴＴＴ評価モジュール４０５は、測定イベントに関連した
測定報告のためのＴＴＴタイマーを識別するために使用され得る。ＴＴＴ評価モジュール
４０５は、ＴＴＴタイマーの持続時間を識別することもできる。ＴＴＴタイマーの識別さ
れた持続時間は、いくつかの場合には、ＴＴＴタイマーの経過した持続時間であり得る。
ＴＴＴ評価モジュール４０５は、いくつかの場合には、ＴＴＴタイマーの識別された持続
時間に少なくとも部分的に基づいて、ＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間の前に、測定報告のタイミン
グを変更するかどうかを決定することができる。たとえば、ＴＴＴ評価モジュール４０５
は、ＴＴＴタイマーの持続時間に対するＴＴＴタイマーの経過した持続時間の比率を計算
することができ、次いで、比率がしきい値を満たす（たとえば、しきい値以上である）か
どうかを決定するために、比率をしきい値（たとえば、しきい値のパーセンテージ、たと
えば５０％）と比較する。別の例では、ＴＴＴ評価モジュール４０５は、ＴＴＴタイマー
の経過した持続時間がしきい値を満たす（たとえば、しきい値以上である）かどうかを決
定するために、ＴＴＴタイマーの経過した持続時間をしきい値（たとえば、しきい値時間
期間、たとえば８０ｍｓ）と比較することができる。また別の例では、ＴＴＴ評価モジュ
ール４０５は、１）ＴＴＴタイマーの持続時間の特定のパーセンテージ（たとえば、ＴＴ
Ｔタイマーの５０％）、および２）特定のしきい値時間期間（たとえば、８０ｍｓ）の最
大値を決定し、ＴＴＴタイマーの持続時間が最大値以上かどうかを決定するために、ＴＴ
Ｔタイマーの経過した持続時間を最大値と比較することができる。ＴＴＴタイマーの経過
した持続時間がしきい値を満たすことを決定すると、ＴＴＴ評価モジュール４０５は、タ
イミング変更モジュール３１５－ａに通知することができる。ＴＴＴ評価モジュール４０
５によって適用されたしきい値は、ＴＴＴタイマーによって確実にされた測定確度（たと
えば、測定安定性）が、いくつかの場合には、測定適時性の値と比較検討される必要があ
ることを認識して構成され得る。
【００５０】
　[0064]いくつかの態様では、ＣＤＲＸ区間評価モジュール４１０は、ＣＤＲＸ　ＯＦＦ
期間の持続時間を識別するために使用され得る。ＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間は、測定報告がＣ
ＤＲＸ　ＯＦＦ期間の間に送信されないように、スリープ期間、および／または無線オフ
期間を含み得る。ＣＤＲＸ区間評価モジュール４１０は、いくつかの場合には、ＣＤＲＸ
　ＯＦＦ期間の識別された持続時間に少なくとも部分的に基づいて、ＣＤＲＸ　ＯＦＦ期
間の前に、測定報告のタイミングを変更するかどうかを決定することができる。たとえば
、ＣＤＲＸ区間評価モジュール４１０は、ＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間の持続時間がしきい値以
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上であるかどうかを決定するために、ＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間の持続時間をしきい値（たと
えば、しきい値時間期間、たとえば８０ｍｓ）と比較することができる。ＣＤＲＸ　ＯＦ
Ｆ期間の持続時間がしきい値を満たすことを決定すると、ＣＤＲＸ区間評価モジュール４
１０は、タイミング変更モジュール３１５－ａに通知することができる。ＣＤＲＸ区間評
価モジュール４１０によって適用されたしきい値は、十分短い持続時間のＣＤＲＸ　ＯＦ
Ｆ期間が測定報告の早期の送信を有用にするためにかなりの十分な遅延を与えない可能性
があることを認識して構成され得る。したがって、ＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間が十分に短い（
たとえば持続時間８０ｍｓ未満）と決定されると、測定報告の送信は、加速される代わり
に、遅くされ得る。
【００５１】
　[0065]いくつかの態様では、ＴＴＴ－ＣＤＲＸ区間比較モジュール４１５（以下、「比
較モジュール」）は、ＴＴＴ満了分析サブモジュール４２０、および／またはＣＤＲＸ　
ＯＦＦ遅延分析サブモジュール４２５を含み得る。ＴＴＴ満了分析サブモジュール４２０
は、測定イベントに関連した測定報告のタイミングがＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間の間であるか
どうかを決定するために使用され得る。いくつかの場合には、ＴＴＴ満了分析サブモジュ
ール４２０は、ＴＴＴタイマーがＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間の間に期限切れになるかどうかを
決定することによって、測定報告のタイミングがＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間の間であるかどう
かを決定することができる。測定報告のタイミングがＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間の間であるこ
とを決定すると、ＴＴＴ満了分析サブモジュール４２０は、タイミング変更モジュール３
１５－ａに通知することができる。
【００５２】
　[0066]いくつかの態様では、ＣＤＲＸ　ＯＦＦ遅延分析サブモジュール４２５は、測定
報告のタイミング（たとえば、ＴＴＴタイマーの満了）と次のＣＤＲＸ　ＯＮ期間との間
の持続時間を識別するために使用され得る。ＣＤＲＸ　ＯＦＦ遅延分析サブモジュール４
２５は、測定報告のタイミングと次のＣＤＲＸ　ＯＮ期間との間の識別された持続時間に
少なくとも部分的に基づいて、ＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間の前に、測定報告のタイミングを変
更するかどうかを決定することもできる。たとえば、ＣＤＲＸ　ＯＦＦ遅延分析サブモジ
ュール４２５は、測定報告のタイミングと次のＣＤＲＸ　ＯＮ期間との間の持続時間がし
きい値以上かどうかを決定するために、測定報告のタイミングと次のＣＤＲＸ　ＯＮ期間
との間の持続時間をしきい値（たとえば、しきい値時間期間）と比較することができる。
測定報告のタイミングと次のＣＤＲＸ　ＯＮ期間との間の持続時間がしきい値を満たすこ
とを決定すると、ＣＤＲＸ　ＯＦＦ遅延分析サブモジュール４２５は、タイミング変更モ
ジュール３１５－ａに通知することができる。
【００５３】
　[0067]パラメータ識別モジュール４３０は、サービングセルの信号強度、近隣セルの信
号強度など、パラメータ（たとえば、ＵＥのモビリティパラメータ）を識別するために使
用され得、またはサービングセルの信号強度と近隣セルの信号強度の比較が識別され得る
。識別されたパラメータは、次いで、ＴＴＴ満了分析サブモジュール４２０および／また
はＣＤＲＸ　ＯＦＦ遅延分析サブモジュール４２５によって使用するためにしきい値を選
択するための基礎として、しきい値設定モジュール４３５によって使用され得る。いくつ
かの場合には、しきい値は、識別されたパラメータの値に基づいて選択され得る。このよ
うにして、および例として、ＴＴＴ満了分析サブモジュール４２０、および／またはＣＤ
ＲＸ　ＯＦＦ遅延分析サブモジュール４２５によって使用されるしきい値は、１）測定が
安定していることの重要性に関して、測定報告の適時性が増加するにつれて下がる、およ
び２）測定報告の適時性の重要性に関して、測定値の安定性が増加するにつれて上がる。
たとえば、モビリティパラメータの値が許容範囲の外（または十分に外）にあるとき、ま
たはモビリティパラメータの値がかなり変わったとき、測定報告の適時性は増加すると考
えられ得る。
【００５４】
　[0068]いくつかの態様では、タイミング変更モジュール３１５－ａは、ＴＴＴ評価モジ
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ュール４０５、ＣＤＲＸ区間評価モジュール４１０、および／またはＴＴＴ－ＣＤＲＸ区
間比較モジュール４１５によって提供される通知を受信し、ＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間の前に
測定報告のタイミングを変更するかどうかを決定することができる。いくつかの場合には
、タイミング変更モジュール３１５－ａは、ＴＴＴ評価モジュール４０５、ＣＤＲＸ区間
評価モジュール４１０、およびＴＴＴ－ＣＤＲＸ区間比較モジュール４１５の各々から肯
定の通知を受信すると、変更を行うことができる。他の場合には、タイミング変更モジュ
ール３１５－ａは、モジュール４０５、４１０、および４１５のすべてよりも少ないモジ
ュールから肯定の通知を受信すると、変更を行うことができる。
【００５５】
　[0069]たとえばＴＴＴタイマーの満了前、およびＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間に入る前など、
測定報告を早期に送信するために測定報告のタイミングを変更することによって、測定報
告は、その送信が次のＣＤＲＸ　ＯＮ期間まで遅延された場合よりも、より適時に送信さ
れ得る。測定報告の適時性は、モビリティ測定報告など、いくつかの種類の測定報告につ
いて特に重要であり得る。たとえば、高モビリティのシナリオでは、ＵＥのサービングセ
ルおよび近隣セルの信号レベルは、急速に変わり得る。ＵＥがそのサービングセルから離
れ、高速で近隣セルの方に移動するとき、ＵＥのサービングセルＲＳＲＰは、急速に低下
し、ＵＥの近隣セルＲＳＲＰは、急速に上がり得る。そのような場合、ＵＥからそのサー
ビングセルのｅＮＢへの測定報告の早期の送信は、ＵＥにハンドオーバコマンドのタイム
リーな送信を可能にすることができる。一方、測定報告の送信の１ＣＤＲＸサイクルの遅
れは、ＵＥがそのサービングセルのｅＮＢともはや通信することができないほど著しく、
サービングサイクルのＲＳＲＰが低下し、最終的に、ＵＥの無線リンク障害（ＲＬＦ）を
もたらすシナリオを招く可能性がある。
【００５６】
　[0070]図５は、本明細書で説明する態様を実行するように構成されたＵＥ１１５－ｄの
例示的な構成要素を示す。たとえば、プロセッサモジュール５２５は、メモリ５１５に結
合され得る。メモリは、低電力期間よりも測定イベントタイマーを優先させるための命令
を記憶することができる。
【００５７】
　[0071]図５は、ＵＥ１１５－ｄのブロック図５００の一例である。ＵＥ１１５－ｄは、
図１、図２、および／または図３を参照しながら説明されたＵＥ１１５の１つまたは複数
の態様の一例であり得る。ＵＥ１１５－ｄは、様々な構成のうちのいずれかを有し得、パ
ーソナルコンピュータ（たとえば、ラップトップコンピュータ、ネットブックコンピュー
タ、タブレットコンピュータなど）、セルラー電話、ＰＤＡ、デジタルビデオレコーダ（
ＤＶＲ）、インターネット機器、ゲームコンソール、電子リーダーなどであり得るか、ま
たはそれらの一部として含まれ得る。ＵＥ１１５－ｄは、モバイル動作を可能にするため
に、小型バッテリなどの内部電源（図示せず）を有し得る。
【００５８】
　[0072]ＵＥ１１５－ｄは、アンテナ５０５と、トランシーバモジュール５１０と、メモ
リ５１５と、プロセッサモジュール５２５とを含み得る。これらの構成要素の各々は、（
たとえば、１つまたは複数のバス５４０を介して）互いに、直接的または間接的に通信し
ている場合がある。トランシーバモジュール５１０は、１つまたは複数のネットワークと
、アンテナ５０５および／または１つもしくは複数の有線リンクもしくはワイヤレスリン
クを介して、双方向に通信するように構成され得る。たとえば、トランシーバモジュール
５１０は、図１を参照しながら説明されたアクセスポイント１０５（たとえば、ｅＮＢま
たはＷＬＡＮアクセスポイント）のうちの１つまたは複数と双方向に通信するように構成
され得る。トランシーバモジュール５１０はまた、１つまたは複数の他のＵＥ１１５と（
たとえば、デバイスツーデバイス通信を介して）直接通信するように構成され得る。トラ
ンシーバモジュール５１０は、パケットを変調し、変調されたパケットを送信のためにア
ンテナ５０５に与えることと、アンテナ５０５から受信されたパケットを復調することと
を行うように構成されたモデムを含み得る。ＵＥ１１５－ｄは単一のアンテナを含み得る
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が、ＵＥ１１５－ｄは、一般に、複数のリンクのための複数のアンテナを含み得る。
【００５９】
　[0073]メモリ５１５はランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）および／または読取り専用メ
モリ（ＲＯＭ）を含み得る。メモリ５１５は、実行されたとき、プロセッサモジュール５
２５に、ワイヤレス通信の間に測定報告を送信するために、本明細書で説明される機能の
うちの１つまたは複数を含む様々な機能を実施させるように構成された命令を含むコンピ
ュータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウェア（ＳＷ）コード５２０を記憶することが
できる。代替的に、ソフトウェアコード５２０は、プロセッサモジュール５２５によって
直接実行可能でないことがあるが、（たとえば、コンパイルされて実行されたとき）ＵＥ
１１５－ｄに、本明細書で説明される機能のうちの１つまたは複数を実施させるように構
成され得る。
【００６０】
　[0074]プロセッサモジュール５２５は、インテリジェントハードウェアデバイス、たと
えば、ＣＰＵ、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなどを含む場合がある。プロセッサモジ
ュール５２５は、アンテナ５０５およびトランシーバモジュール５１０を介して受信され
た情報を処理すること、および／またはトランシーバモジュール５１０およびアンテナ５
０５を介して送信されるべき情報を送ることを行い得る。プロセッサモジュール５２５は
、単独で、または測定報告モジュール２１０とともに、本明細書で説明したように、ワイ
ヤレス通信の間に測定報告を送信する様々な態様を処理し得る。
【００６１】
　[0075]図５のアーキテクチャによれば、ＵＥ１１５－ｄは、通信管理モジュール５３０
と状態モジュール５３５とをさらに含み得る。通信管理モジュール５３０は、アクセスポ
イント１０５および／または他のＵＥ１１５との通信を確立し、管理し得る。
【００６２】
　[0076]状態モジュール５３５は、現在のデバイス状態（たとえば、コンテキスト、認証
、基地局関連付け、および／または他の接続性問題）を反映および制御し得る。
【００６３】
　[0077]測定報告モジュール２１０－ｂは、本明細書で説明する測定報告送信の様々な態
様を管理することができ、いくつかの場合には、図２、図３、および／または図４を参照
しながら説明した測定報告モジュール２１０の態様の一例とすることができる。
【００６４】
　[0078]例として、通信管理モジュール５３０、状態モジュール５３５、および／または
測定報告モジュール２１０－ｂの各々は、１つまたは複数のバスを介してＵＥ１１５－ｄ
の他の構成要素のうちの一部または全部と通信しているＵＥ１１５－ｄの構成要素であり
得る。代替として、通信管理モジュール５３０、状態モジュール５３５、および／または
測定報告モジュール２１０－ｂの機能は、トランシーバモジュール５１０の構成要素とし
て、コンピュータプログラム製品として、および／またはプロセッサモジュール５２５の
１つまたは複数のコントローラ要素として実装され得る。
【００６５】
　[0079]ＵＥ１１５－ｄの構成要素は、個別にまたは集合的に、ハードウェア中の適用可
能な機能の一部または全部を実施するように構成された１つまたは複数のＡＳＩＣを用い
て実装され得る。代替として、それらの機能は、１つまたは複数の他の処理ユニット（ま
たはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実施される場合がある。他の態様で
は、当技術分野で知られている任意の方式でプログラムされ得る他のタイプの集積回路（
たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、フィールドプログラマブルゲ
ートアレイ（ＦＰＧＡ）、および他のセミカスタムＩＣ）が使用され得る。各ユニットの
機能は、全体的または部分的に、１つまたは複数の汎用プロセッサまたは特定用途向けプ
ロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモリ内で具現化された命令を
用いて実装される場合もある。言及したモジュールの各々は、ＵＥ１１５－ｄの動作に関
係する１つまたは複数の機能を実行するための手段であり得る。
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【００６６】
ＭＲの早期送信
　[0080]図６は、ワイヤレス通信の間の測定報告の例示的な送信を示すタイミング図６０
０である。一態様では、測定報告は、添付の図を参照しながら説明したＵＥ１１５のうち
の１つによって送信され得る。
【００６７】
　[0081]ＣＤＲＸモードで動作するとき、ＵＥ１１５は、ＣＤＲＸ　ＯＮ期間６０５とＣ
ＤＲＸ　ＯＦＦ期間６１０の交互のシーケンスを巡回し得る。ＣＤＲＸ　ＯＮ期間６０５
－ａの間の時間Ｔ＿ｔｒｉｇｇｅｒにおいて、ＵＥ１１５は、測定イベントを検出するこ
とができる。測定イベントは、いくつかの場合には、測定報告をトリガするための開始状
態またはイベントであり得る。測定イベントが起こると、ＵＥ１１５は、ＴＴＴタイマー
を開始することができる。ＴＴＴタイマーは、Ｔ＿ＴＴＴＥｘｐｉｒａｔｉｏｎに終わる
ＴＴＴの持続時間を有し得る。
【００６８】
　[0082]一般に、ＵＥ１１５がＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間６１０－ａに入ろうとしているとき
に近い時間Ｔ＿ｃｕｒｒｅｎｔにおいて、ＵＥ１１５は、測定イベントに関連した測定報
告（ＭＲ）のタイミングがＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間６１０－ａの間であると決定することが
できる（たとえば、ＴＴＴＥｘｐｉｒａｔｉｏｎがＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間６１０－ａの間
に起こるので）。
【００６９】
　[0083]測定報告のタイミングがＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間６１０－ａの間であることを決定
すると、ＵＥ１１５は、ＴＴＴタイマーの満了前、およびＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間６１０－
ａに入る前に、測定報告が送信されるべきであるかどうかを決定するために、他の要因を
評価することができる。評価され得る要因の１つは、ＴＴＴタイマーの経過した持続時間
（すなわち、ＴＴＴ＿ｅｌａｐｓｅｄ）である。ＴＴＴ＿ｅｌａｐｓｅｄは、ＴＴＴ＿ｅ
ｌａｐｓｅｄ＝Ｔ＿ｃｕｒｒｅｎｔ－Ｔ＿ｔｒｉｇｇｅｒとして計算され得る。いくつか
の場合には、しきい値のパーセンテージが満たされるかどうかを決定するために、ＴＴＴ
＿ｅｌａｐｓｅｄ／ＴＴＴの比率は、たとえば５０％など、しきい値パーセンテージと比
較され得る。他の場合には、しきい値時間期間が満たされるかどうかを決定するために、
ＴＴＴ＿ｅｌａｐｓｅｄは、たとえば８０ｍｓなど、しきい値時間期間と比較され得る。
他の場合には、１）ＴＴＴタイマーの持続時間の特定のパーセンテージ（たとえば、ＴＴ
Ｔタイマーの５０％）、および２）特定のしきい値時間期間（たとえば、８０ｍｓ）の最
大値が決定され得る。次いで、最大値が満たされるかどうかを決定するために、ＴＴＴ＿
ｅｌａｐｓｅｄが最大値と比較され得る。しきい値を満たすことは、そのＴＴＴタイマー
の満了前に送信される測定報告が有用な測定値（たとえば、ＴＴＴタイマーの持続時間未
満であるが、ある時間期間の間維持された測定値）を含む可能性を増加させ得る。図６に
示す例では、このしきい値は満たされている。
【００７０】
　[0084]ＴＴＴタイマーの満了前、およびＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間６１０－ａに入る前に、
測定報告が送信されるべきであるかどうかを決定する前に評価され得る別の要因は、ＣＤ
ＲＸ　ＯＦＦ期間６１０－ａの持続時間（すなわち、ＣＤＲＸ＿ＯＦＦ＿ｄｕｒａｔｉｏ
ｎ）である。ＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間６１０－ａの持続時間が、測定報告の送信を実質的に
遅らせないほど十分短いとき、測定報告の早期の送信は回避され得る。いくつかの場合に
は、ＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間６１０－ａの持続時間がしきい値時間期間、たとえば８０ｍｓ
を満たすかどうかが決定され得る。図６に示す例では、このしきい値は満たされている。
【００７１】
　[0085]ＴＴＴタイマーの満了前、およびＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間６１０－ａに入る前に、
測定報告が送信されるべきであるかどうかを決定する前に評価され得るまた別の要因は、
測定報告のタイミング（たとえば、Ｔ＿ＴＴＴＥｘｐｉｒａｔｉｏｎ）と次のＣＤＲＸ　
ＯＮ期間６０５－ｂ（たとえば、Ｔ＿ｏｆｆ＿ｔｏ＿ｏｎ）との間の持続時間である。Ｔ
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＿ＴＴＴＥｘｐｉｒａｔｉｏｎとＴ＿ｏｆｆ＿ｔｏ＿ｏｎとの間の時間期間が、測定報告
の送信を実質的に遅らせないほど十分短いとき、測定報告の早期の送信は回避され得る。
いくつかの場合には、Ｔ＿ＴＴＴＥｘｐｉｒａｔｉｏｎとＴ＿ｏｆｆ＿ｔｏ＿ｏｎまたは
ＣＤＲＸ＿ＯＦＦ＿ｄｕｒａｔｉｏｎとの間の時間期間が評価され得る（すなわち、どち
らか一方の要因が評価され得る）。
【００７２】
　[0086]測定報告のタイミングがＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間６１０－ａの間であると決定され
、すべての他の評価しきい値が満たされるとき、測定報告は、ＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間６１
０－ａに入る前に、時間Ｔ＿ＥａｒｌｙＴｒａｎｓｍｉｔに早期に送信され得る。測定報
告の早期の送信は、その適時性を向上させ得る。
【００７３】
　[0087]図７は、ワイヤレス通信の間、ＭＲの例示的な送信を示すタイミング図７００で
ある。一態様では、ＭＲは、添付の図を参照しながら説明したＵＥ１１５のうちの１つに
よって送信され得る。
【００７４】
　[0088]ＣＤＲＸモードで動作するとき、ＵＥ１１５は、ＣＤＲＸ　ＯＮ期間６０５とＣ
ＤＲＸ　ＯＦＦ期間６１０の交互のシーケンスを巡回し得る。ＣＤＲＸ　ＯＮ期間６０５
－ｃの間の時間Ｔ＿ｔｒｉｇｇｅｒにおいて、ＵＥ１１５は、測定イベントを検出するこ
とができる。測定イベントは、いくつかの場合には、測定報告をトリガするための開始状
態またはイベントであり得る。測定イベントが起こると、ＵＥ１１５は、ＴＴＴタイマー
を開始することができる。ＴＴＴタイマーは、Ｔ＿ＴＴＴＥｘｐｉｒａｔｉｏｎに終わる
ＴＴＴの持続時間を有し得る。
【００７５】
　[0089]一般に、ＵＥ１１５がＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間６１０－ｂに入ろうとしているとき
に近い時間Ｔ＿ｃｕｒｒｅｎｔにおいて、ＵＥ１１５は、測定イベントに関連した測定報
告のタイミングがＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間６１０－ｂの間であると決定することができる（
たとえば、ＴＴＴＥｘｐｉｒａｔｉｏｎがＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間６１０－ｂの間に起こる
ので）。
【００７６】
　[0090]測定報告のタイミングがＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間６１０－ｂの間であることを決定
すると、ＵＥ１１５は、ＴＴＴタイマーの満了前、およびＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間６１０－
ｂに入る前に、測定報告が送信されるべきであるかどうかを決定するために、他の要因を
評価することができる。評価され得る要因の１つは、ＴＴＴタイマーの経過した持続時間
（すなわち、ＴＴＴ＿ｅｌａｐｓｅｄ）である。ＴＴＴ＿ｅｌａｐｓｅｄは、ＴＴＴ＿ｅ
ｌａｐｓｅｄ＝Ｔ＿ｃｕｒｒｅｎｔ－Ｔ＿ｔｒｉｇｇｅｒとして計算され得る。いくつか
の場合には、しきい値のパーセンテージが満たされるかどうかを決定するために、ＴＴＴ
＿ｅｌａｐｓｅｄ／ＴＴＴの比率は、たとえば５０％など、しきい値パーセンテージと比
較され得る。他の場合には、しきい値時間期間が満たされるかどうかを決定するために、
ＴＴＴ＿ｅｌａｐｓｅｄは、たとえば８０ｍｓなど、しきい値時間期間と比較され得る。
他の場合には、１）ＴＴＴタイマーの持続時間の特定のパーセンテージ（たとえば、ＴＴ
Ｔタイマーの５０％）、および２）特定のしきい値時間期間（たとえば、８０ｍｓ）の最
大値が決定され得る。次いで、最大値が満たされるかどうかを決定するために、ＴＴＴ＿
ｅｌａｐｓｅｄが最大値と比較され得る。
【００７７】
　[0091]しきい値を満たすことは、そのＴＴＴタイマーの満了前に送信される測定報告が
有用な測定値（たとえば、ＴＴＴタイマーの持続時間未満であるが、ある時間期間の間維
持された測定値）を含む可能性を増加させ得る。図７に示す例では、このしきい値は満た
されていない。
【００７８】
　[0092]測定報告が早期に送信されるべきであるかどうかを決定する前に評価され得る別
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の要因は、ＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間６１０－ｂの持続時間（すなわち、ＣＤＲＸ＿ＯＦＦ＿
ｄｕｒａｔｉｏｎ）である。ＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間６１０－ｂの持続時間が、測定報告の
送信を実質的に遅らせないほど十分短いとき、測定報告の早期の送信は回避され得る。い
くつかの場合には、ＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間６１０－ｂの持続時間がしきい値時間期間、た
とえば８０ｍｓを満たすかどうかが決定され得る。図７に示す例では、このしきい値は満
たされている。
【００７９】
　[0093]測定報告が早期に送信されるべきであるかどうかを決定する前に評価され得るま
た別の要因は、測定報告のタイミング（たとえば、Ｔ＿ＴＴＴＥｘｐｉｒａｔｉｏｎ）と
次のＣＤＲＸ　ＯＮ期間６０５－ｄ（たとえば、Ｔ＿ｏｆｆ＿ｔｏ＿ｏｎ）との間の持続
時間である。Ｔ＿ＴＴＴＥｘｐｉｒａｔｉｏｎとＴ＿ｏｆｆ＿ｔｏ＿ｏｎとの間の時間期
間が、測定報告の送信を実質的に遅らせないほど十分短いとき、測定報告の早期の送信は
回避され得る。いくつかの場合には、Ｔ＿ＴＴＴＥｘｐｉｒａｔｉｏｎとＴ＿ｏｆｆ＿ｔ
ｏ＿ｏｎまたはＣＤＲＸ＿ＯＦＦ＿ｄｕｒａｔｉｏｎとの間の時間期間が評価され得る（
すなわち、どちらか一方の要因が評価され得る）。
【００８０】
　[0094]測定報告のタイミングがＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間６１０－ｂの間であると決定され
、しかし、すべての他の評価しきい値が満たされないとき、測定報告は、ＣＤＲＸ　ＯＦ
Ｆ期間６１０－ｂの後、時間Ｔ＿Ｔｒａｎｓｍｉｔに送信され得る。
【００８１】
　[0095]図８は、本開示の態様による、ワイヤレス通信の間に測定報告を送信するための
方法８００の一例を示す。明快のために、方法８００は、以下では、添付の図を参照して
記載したＵＥ１１５のうちの１つを参照して説明される。一態様では、ＵＥ１１５は、以
下で説明される機能を実施するためにＵＥ１１５の機能要素を制御するためのコードの１
つまたは複数のセットを実行し得る。
【００８２】
　[0096]ブロック８０５において、測定イベントが検出される。測定イベントは、いくつ
かの場合には、たとえば、３ＧＰＰＴＳ３６．３３１、§５．５に記載された測定イベン
トのうちの１つ（たとえば、サービングセルの信号強度、近隣セルの信号強度、および／
またはサービングセルに関連した信号強度と近隣セルに関連した信号強度との比較に関連
する測定値）など、モビリティ測定イベントおよび／またはＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ測定イベ
ントとすることができる。ブロック８０５における動作は、いくつかの場合には、測定報
告モジュール２１０および／または測定イベント検出モジュール３０５を使用して実行さ
れ得る。
【００８３】
　[0097]ブロック８１０において、測定イベントに関連した測定報告のタイミングがＣＤ
ＲＸ　ＯＦＦ期間の間であることが決定され得る。ＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間は、測定報告が
ＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間の間に送信されないように、スリープ期間、および／または無線オ
フ期間を含み得る。ブロック８１０における動作は、いくつかの場合には、測定報告モジ
ュール２１０および／またはタイミング決定モジュール３１０を使用して実行され得る。
【００８４】
　[0098]ブロック８１５において、測定報告のタイミングは、ブロック８１０で行われる
決定に応答して変更され得る。ブロック８１５における動作は、いくつかの場合には、測
定報告モジュール２１０および／またはタイミング変更モジュール３１５を使用して実行
され得る。
【００８５】
　[0099]このようにして、方法８００は、ワイヤレス通信の間の測定報告の送信を提供す
ることができる。方法８００は一実装形態にすぎず、方法８００の動作は、他の実装形態
が可能であるように並べ替えられ、または場合によっては修正され得ることに留意された
い。
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【００８６】
　[0100]図９は、ワイヤレス通信の間に測定報告を送信するための方法９００の一例を示
すフローチャートである。一態様では、ＵＥ１１５は、以下で説明される機能を実施する
ためにＵＥ１１５の機能要素を制御するためのコードの１つまたは複数のセットを実行し
得る。
【００８７】
　[0101]ブロック９０５において、測定イベントが検出される。測定イベントは、いくつ
かの場合には、たとえば、３ＧＰＰＴＳ３６．３３１、§５．５に記載された測定イベン
トのうちの１つ（たとえば、サービングセルの信号強度、近隣セルの信号強度、および／
またはサービングセルに関連した信号強度と近隣セルに関連した信号強度との比較に関連
する測定値）など、モビリティ測定イベントおよび／またはＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ測定イベ
ントとすることができる。ブロック９０５における動作は、いくつかの場合には、測定報
告モジュール２１０および／または測定イベント検出モジュール３０５を使用して実行さ
れ得る。
【００８８】
　[0102]ブロック９１０で、測定イベントに関連した測定報告のためのＴＴＴタイマーが
識別され得る。ブロック９１０における動作は、いくつかの場合には、測定報告モジュー
ル２１０、タイミング決定モジュール３１０、および／またはＴＴＴ評価モジュール４０
５を使用して実行され得る。
【００８９】
　[0103]ブロック９１５において、測定イベントに関連した測定報告のタイミングがＣＤ
ＲＸ　ＯＦＦ期間の間であるかどうかが決定され得る。いくつかの場合には、ブロック９
１０で識別されたＴＴＴタイマーがＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間の間に期限切れになるかどうか
を決定することによって、決定が行われ得る。ＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間は、測定報告がＣＤ
ＲＸ　ＯＦＦ期間の間に送信されないように、スリープ期間、および／または無線オフ期
間を含み得る。ブロック９１５における動作は、いくつかの場合には、測定報告モジュー
ル２１０、タイミング決定モジュール３１０、および／またはＴＴＴ満了分析サブモジュ
ール４２０を使用して実行され得る。
【００９０】
　[0104]ブロック９１５において、測定報告のタイミングがＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間の間で
ない、またはＴＴＴタイマーがＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間の間に期限切れにならないことが決
定されると、処理は、ブロック９４５に進み、測定報告は、ＴＴＴタイマーの満了後（た
とえば、次のＣＤＲＸ　ＯＮ期間の間、またはＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間後のＣＤＲＸ　ＯＮ
期間の間）に送信され得る。ブロック９４５における動作は、測定報告モジュール２１０
および／または測定報告送信モジュール３２０を使用して実行され得る。
【００９１】
　[0105]ブロック９１５において測定報告のタイミングがＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間の間であ
る、または、ＴＴＴタイマーがＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間の間に期限切れになることが決定さ
れると、方法９００は、ブロック９２０に継続し得る。ブロック９２０において、ＴＴＴ
タイマーの持続時間が識別され得る。いくつかの態様では、ＴＴＴタイマーの識別された
持続時間は、ＴＴＴタイマーの経過した持続時間であり得る。ブロック９２０における動
作は、測定報告モジュール２１０、タイミング決定モジュール３１０、および／またはＴ
ＴＴ評価モジュール４０５を使用して実行され得る。
【００９２】
　[0106]ブロック９２５において、ＴＴＴタイマーの識別された持続時間に少なくとも部
分的に基づいて、ＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間に入る前に、測定報告のタイミングを変更するか
どうかが決定され得る。いくつかの場合には、決定は、ＴＴＴタイマーの持続時間に対す
るＴＴＴタイマーの経過した持続時間の比率を計算し、次いで、比率がしきい値を満たす
（たとえば、しきい値以上である）かどうかを決定するために、比率をしきい値（たとえ
ば、しきい値のパーセンテージ、たとえば５０％）と比較することを含み得る。他の場合
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には、決定は、ＴＴＴタイマーの経過した持続時間がしきい値を満たす（たとえば、しき
い値以上である）かどうかを決定するために、ＴＴＴタイマーの経過した持続時間をしき
い値（たとえば、しきい値時間期間、たとえば８０ｍｓ）と比較することを含み得る。他
の場合には、決定は、１）ＴＴＴタイマーの持続時間の特定のパーセンテージ（たとえば
、ＴＴＴタイマーの５０％）、および２）特定のしきい値時間期間（たとえば、８０ｍｓ
）の最大値を決定し、次いで、ＴＴＴタイマーの持続時間が最大値以上かどうかを決定す
るために、ＴＴＴタイマーの経過した持続時間を最大値と比較することを含み得る。ブロ
ック９２５における動作は、測定報告モジュール２１０、タイミング決定モジュール３１
０、および／またはＴＴＴ評価モジュール４０５を使用して実行され得る。
【００９３】
　[0107]ブロック９２５において、ＴＴＴタイマーの経過した持続時間がしきい値を満た
さないことが決定されると、処理は、もう一度ブロック９４５に進み得、測定報告は、Ｔ
ＴＴタイマーの満了後（たとえば、次のＣＤＲＸ　ＯＮ期間の間、またはＣＤＲＸ　ＯＦ
Ｆ期間後のＣＤＲＸ　ＯＮ期間の間）に送信され得る。
【００９４】
　[0108]ブロック９２５においてＴＴＴタイマーの経過した持続時間がしきい値を満たす
ことが決定されると、方法９００は、ブロック９３０で継続し得る。ブロック９３０にお
いて、ＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間の持続時間が識別され得る。ブロック９３０における動作は
、測定報告モジュール、タイミング決定モジュール３１０、および／またはＣＤＲＸ区間
評価モジュール４１０を使用して実行され得る。
【００９５】
　[0109]ブロック９３５において、ＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間の識別された持続時間に少なく
とも部分的に基づいて、ＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間に入る前に、測定報告のタイミングを変更
するかどうかが決定され得る。いくつかの場合には、決定は、ＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間の持
続時間がしきい値以上であるかどうかを決定するために、ＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間の持続時
間をしきい値（たとえば、しきい値時間期間、たとえば８０ｍｓ）と比較することを含み
得る。ブロック９３５における動作は、測定報告モジュール２１０、タイミング決定モジ
ュール３１０、および／またはＣＤＲＸ区間評価モジュール４１０を使用して実行され得
る。
【００９６】
　[0110]ブロック９３５において、ＣＤＲＸ持続時間がしきい値を満たさないことが決定
されると、処理は、もう一度ブロック９４５に進み得、測定報告は、ＴＴＴタイマーの満
了後（たとえば、次のＣＤＲＸ　ＯＮ期間の間、またはＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間後のＣＤＲ
Ｘ　ＯＮ期間の間）に送信され得る。
【００９７】
　[0111]ブロック９３５においてＣＤＲＸ持続時間がしきい値を満たすことが決定される
と、方法９００は、ブロック９４０で継続し得る。ブロック９４０において、測定報告の
タイミングは、ブロック９１５、９２５、および９３５で行われる決定に応答して変更さ
れ得る。タイミングの変更は、ＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間に入る前に測定報告を送信すること
を含み得る。ブロック９４０における動作は、いくつかの場合には、測定報告モジュール
２１０、タイミング変更モジュール３１５、および／または測定報告送信モジュール３２
０を使用して実行され得る。
【００９８】
　[0112]たとえばＴＴＴタイマーの満了前、およびＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間に入る前など、
測定報告を早期に送信することによって、測定報告は、その送信が次のＣＤＲＸ　ＯＮ期
間まで遅延された場合よりも、より適時に送信され得る。測定報告の適時性は、モビリテ
ィ測定報告など、いくつかの種類の測定報告について特に重要であり得る。
【００９９】
　[0113]方法９００の代替の態様において、ブロック９２５および９３５において行われ
た決定のうちの１つもしくは０に応答して、または代替および／もしくは追加の決定に応



(22) JP 2016-535514 A 2016.11.10

10

20

30

40

50

答して、ブロック９４０における測定報告の送信が行われ得る。しかしながら、ブロック
９２５における肯定的な決定は、ブロック９４０において送信された測定報告が有用な測
定値（たとえば、ＴＴＴタイマーの持続時間未満であるが、ある時間期間の間維持された
測定値）を含む可能性を増加させ得る。ブロック９３５における肯定的な決定は、ＣＤＲ
Ｘ　ＯＦＦ期間の持続時間が、測定報告の送信を実質的に遅らせないほど十分短いとき、
測定報告の早期の送信を回避することができる。
【０１００】
　[0114]方法９００のいくつかの態様では、サービングセルの信号強度、近隣セルの信号
強度、またはサービングセルの信号強度と近隣セルの信号強度の比較などのパラメータ（
たとえば、モビリティパラメータ）が識別され得る。次いで、ブロック９２５において使
用されるしきい値を選択するための基礎として、識別されたパラメータが使用され得る。
たとえば、しきい値は、識別されたパラメータの値に基づいて選択され得る。このように
して、および例として、ブロック９２５において使用されるしきい値は、１）測定が安定
していることの重要性に関して、測定報告の適時性が増加するにつれて下がる、および２
）測定報告の適時性の重要性に関して、測定値の安定性が増加するにつれて上がる。たと
えば、モビリティパラメータの値が許容範囲の外（または十分に外）にあるとき、または
モビリティパラメータの値がかなり変わったとき、測定報告の適時性は増加すると考えら
れ得る。
【０１０１】
　[0115]このようにして、方法９００は、ワイヤレス通信の間の測定報告の送信を提供す
ることができる。方法９００は一実装形態にすぎず、方法９００の動作は、他の実装形態
が可能であるように並べ替えられ、または場合によっては修正され得ることに留意された
い。
【０１０２】
　[0116]図１０は、ワイヤレス通信の間に測定報告を送信するための方法１０００の一例
を示すフローチャートである。明確のために、添付の図に示されたＵＥ１１５のうちの１
つを参照しながら、方法１０００について以下で説明する。一態様では、ＵＥ１１５は、
以下で説明される機能を実施するためにＵＥ１１５の機能要素を制御するためのコードの
１つまたは複数のセットを実行し得る。
【０１０３】
　[0117]ブロック１００５において、測定イベントが検出される。測定イベントは、いく
つかの場合には、たとえば、３ＧＰＰＴＳ３６．３３１、§５．５に記載された測定イベ
ントのうちの１つ（たとえば、サービングセルの信号強度、近隣セルの信号強度、および
／またはサービングセルに関連した信号強度と近隣セルに関連した信号強度との比較に関
連する測定値）など、モビリティ測定イベントおよび／またはＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ測定イ
ベントとすることができる。ブロック１００５における動作は、いくつかの場合には、測
定報告モジュール２１０および／または測定イベント検出モジュール３０５を使用して実
行され得る。
【０１０４】
　[0118]ブロック１０１０で、測定イベントに関連した測定報告のためのＴＴＴタイマー
が識別され得る。ブロック１０１０における動作は、いくつかの場合には、測定報告モジ
ュール２１０、タイミング決定モジュール３１０、および／またはＴＴＴ評価モジュール
４０５を使用して実行され得る。
【０１０５】
　[0119]ブロック１０１５において、測定イベントに関連した測定報告のタイミングがＣ
ＤＲＸ　ＯＦＦ期間の間であるかどうかが決定され得る。いくつかの場合には、ブロック
１０１０で識別されたＴＴＴタイマーがＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間の間に期限切れになるかど
うかを決定することによって、決定が行われ得る。ＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間は、測定報告が
ＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間の間に送信されないように、スリープ期間、および／または無線オ
フ期間を含み得る。ブロック１０１５における動作は、いくつかの場合には、測定報告モ
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ジュール２１０、タイミング決定モジュール３１０、および／またはＴＴＴ満了分析サブ
モジュール４２０を使用して実行され得る。
【０１０６】
　[0120]ブロック１０１５において、測定報告のタイミングがＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間の間
でない、またはＴＴＴタイマーがＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間の間に期限切れにならないことが
決定されると、処理は、ブロック１０５５に進み、測定報告は、ＴＴＴタイマーの満了後
（たとえば、次のＣＤＲＸ　ＯＮ期間の間、またはＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間後のＣＤＲＸ　
ＯＮ期間の間）に送信され得る。ブロック１０５５における動作は、測定報告モジュール
２１０および／または測定報告送信モジュール３２０を使用して実行され得る。
【０１０７】
　[0121]ブロック１０１５において測定報告のタイミングがＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間の間で
ある、または、ＴＴＴタイマーがＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間の間に期限切れになることが決定
されると、方法１０００は、ブロック１０２０に継続し得る。ブロック１０２０において
、ＴＴＴタイマーの持続時間が識別され得る。いくつかの態様では、ＴＴＴタイマーの識
別された持続時間は、ＴＴＴタイマーの経過した持続時間であり得る。ブロック１０２０
における動作は、測定報告モジュール２１０、タイミング決定モジュール、および／また
はＴＴＴ評価モジュール４０５を使用して実行され得る。
【０１０８】
　[0122]ブロック１０２５において、ＴＴＴタイマーの識別された持続時間に少なくとも
部分的に基づいて、ＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間に入る前に、測定報告のタイミングを変更する
かどうかが決定され得る。いくつかの場合には、決定は、ＴＴＴタイマーの持続時間に対
するＴＴＴタイマーの経過した持続時間の比率を計算し、次いで、比率がしきい値を満た
す（たとえば、しきい値以上である）かどうかを決定するために、比率をしきい値（たと
えば、しきい値のパーセンテージ、たとえば５０％）と比較することを含み得る。他の場
合には、決定は、ＴＴＴタイマーの経過した持続時間がしきい値を満たす（たとえば、し
きい値以上である）かどうかを決定するために、ＴＴＴタイマーの経過した持続時間をし
きい値（たとえば、しきい値時間期間、たとえば８０ｍｓ）と比較することを含み得る。
他の場合には、決定は、１）ＴＴＴタイマーの持続時間の特定のパーセンテージ（たとえ
ば、ＴＴＴタイマーの５０％）、および２）特定のしきい値時間期間（たとえば、８０ｍ
ｓ）の最大値を決定し、次いで、ＴＴＴタイマーの持続時間が最大値以上かどうかを決定
するために、ＴＴＴタイマーの経過した持続時間を最大値と比較することを含み得る。ブ
ロック１０２５における動作は、測定報告モジュール２１０、タイミング決定モジュール
３１０、および／またはＴＴＴ評価モジュール４０５を使用して実行され得る。
【０１０９】
　[0123]ブロック１０２５において、ＴＴＴタイマーの経過した持続時間がしきい値を満
たさないことが決定されると、処理は、もう一度ブロック１０５５に進み得、測定報告は
、ＴＴＴタイマーの満了後（たとえば、次のＣＤＲＸ　ＯＮ期間の間、またはＣＤＲＸ　
ＯＦＦ期間後のＣＤＲＸ　ＯＮ期間の間）に送信され得る。
【０１１０】
　[0124]ブロック１０２５においてＴＴＴタイマーの経過した持続時間がしきい値を満た
すことが決定されると、方法１０００は、ブロック１０３０で継続し得る。ブロック１０
３０で、測定報告のタイミング（たとえば、ＴＴＴタイマーの満了）と次のＣＤＲＸ　Ｏ
Ｎ期間との間の持続時間が識別され得る。ブロック１０３０における動作は、測定報告モ
ジュール２１０、タイミング決定モジュール３１０、および／またはＣＤＲＸ　ＯＦＦ遅
延分析サブモジュール４２５を使用して実行され得る。
【０１１１】
　[0125]ブロック１０３５において、サービングセルの信号強度、近隣セルの信号強度、
またはサービングセルの信号強度と近隣セルの信号強度の比較などのパラメータ（たとえ
ば、モビリティパラメータ）が識別され得る。次いで、ブロック１０４０において、ブロ
ック１０４５において使用されるしきい値を選択するための基礎として、識別されたパラ
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メータが使用され得る。いくつかの場合には、しきい値は、識別されたパラメータの値に
基づいて選択され得る。このようにして、および例として、ブロック１０４５において使
用されるしきい値は、１）測定が安定していることの重要性に関して、測定報告の適時性
が増加するにつれて下がる、および２）測定報告の適時性の重要性に関して、測定値の安
定性が増加するにつれて上がる。たとえば、モビリティパラメータの値が許容範囲の外（
または十分に外）にあるとき、またはモビリティパラメータの値がかなり変わったとき、
測定報告の適時性は増加すると考えられ得る。
【０１１２】
　[0126]ブロック１０３５における動作は、測定報告モジュール２１０、タイミング決定
モジュール３１０、および／またはパラメータ識別モジュール４３０を使用して実行され
得る。ブロック１０４０における動作は、測定報告モジュール２１０、タイミング決定モ
ジュール３１０、および／またはしきい値設定モジュール４３５を使用して実行され得る
。
【０１１３】
　[0127]ブロック１０４５において、測定報告のタイミング（たとえば、ＴＴＴタイマー
の満了）と次のＣＤＲＸ　ＯＮ期間との間の識別された持続時間に少なくとも部分的に基
づいて、ＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間に入る前に、測定報告のタイミングを変更するかどうかが
決定され得る。いくつかの場合には、決定は、測定報告のタイミングと次のＣＤＲＸ　Ｏ
Ｎ期間との間の持続時間がしきい値以上かどうかを決定するために、測定報告のタイミン
グと次のＣＤＲＸ　ＯＮ期間との間の持続時間をしきい値（たとえば、しきい値時間期間
）と比較することを含み得る。ブロック１０４５における動作は、測定報告モジュール２
１０、タイミング決定モジュール３１０、および／またはＣＤＲＸ区間評価モジュール４
１０を使用して実行され得る。
【０１１４】
　[0128]ブロック１０４５において、測定報告のタイミングと次のＣＤＲＸ　ＯＮ期間と
の間の持続時間がしきい値を満たさないことが決定されると、処理は、もう一度ブロック
１０５５に進み得、測定報告は、ＴＴＴタイマーの満了後（たとえば、次のＣＤＲＸ　Ｏ
Ｎ期間の間、またはＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間後のＣＤＲＸ　ＯＮ期間の間）に送信され得る
。
【０１１５】
　[0129]ブロック１０４５において測定報告のタイミングと次のＣＤＲＸ　ＯＮ期間との
間の持続時間がしきい値を満たすことが決定されると、方法１０００は、ブロック１０５
０で継続し得る。ブロック１０５０において、測定報告のタイミングは、ブロック１０１
５、１０２５、および１０４５で行われる決定に応答して変更され得る。タイミングの変
更は、ＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間に入る前に測定報告を送信することを含み得る。ブロック１
０５０における動作は、いくつかの場合には、測定報告モジュール２１０、タイミング変
更モジュール３１５、および／または測定報告送信モジュール３２０を使用して実行され
得る。
【０１１６】
　[0130]たとえばＴＴＴタイマーの満了前、およびＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間に入る前など、
測定報告を早期に送信することによって、測定報告は、その送信が次のＣＤＲＸ　ＯＮ期
間まで遅延された場合よりも、より適時に送信され得る。測定報告の適時性は、モビリテ
ィ測定報告など、いくつかの種類の測定報告について特に重要であり得る。
【０１１７】
　[0131]方法１０００の代替の態様において、ブロック１０２５および１０４５において
行われた決定のうちの１つもしくは０に応答して、または代替および／もしくは追加の決
定に応答して、ブロック１０５０における測定報告の送信が行われ得る。しかしながら、
ブロック１０２５における肯定的な決定は、ブロック１０５０において送信された測定報
告が有用な測定値（たとえば、ＴＴＴタイマーの持続時間未満であるが、ある時間期間の
間維持された測定値）を含む可能性を増加させ得る。ブロック１０４５における肯定的な
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決定は、測定報告のタイミングと次のＣＤＲＸ　ＯＮ期間との間の持続時間が、測定報告
の送信を実質的に遅らせないほど十分短いとき、測定報告の早期の送信を回避することが
できる。
【０１１８】
　[0132]このようにして、方法１０００は、ワイヤレス通信の間の測定報告の送信を提供
することができる。方法１０００は一実装形態にすぎず、方法１０００の動作は、他の実
装形態が可能であるように並べ替えられ、または場合によっては修正され得ることに留意
されたい。
【０１１９】
　[0133]場合によっては、方法９００、および方法１０００の態様は組み合わされ得る。
【０１２０】
低電力期間の変更
　[0134]上述したように、測定報告（ＭＲ）の適時性は、たとえば、ＵＥをソース基地局
からターゲット基地局にハンドオーバすることに関して、重要であり得る。本明細書でよ
り詳細に説明するように、ネットワーク（たとえば、サービングソース基地局）によって
受信される古い測定報告は、報告をほとんど価値のないものにし得る。中から高のモビリ
ティシナリオの間、ＭＲの早すぎる送信によって、ＭＲは、送信時に報告され得る。その
ようなシナリオでは、サービング基地局は、もはや正確でない測定値に基づいて、ＵＥに
関してハンドオーバ決定を行い得る。
【０１２１】
　[0135]ＵＥをサービング基地局からターゲット基地局にハンドオーバする前に、ターゲ
ット基地局（たとえば、ターゲットセル）に関する２つの測定がＵＥによって行われ得る
。測定は、ＴＴＴ入口時間（TTT entry time）およびＴＴＴ出口時間（TTT exit time）
に行われ得る。ＴＴＴの開始状態またはイベントは、たとえば、しきい値を満たすターゲ
ット基地局の測定基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）または測定基準信号受信品質（ＲＳＲＱ
）とすることができる。ＴＴＴ出口時間は、ＴＴＴタイマーの満了時に起こり得る。
【０１２２】
　[0136]ＵＥは、ＴＴＴ入口およびＴＴＴ出口測定値を処理することができ、フィルタ処
理された測定値を量子化されたＭＲの形でネットワークに送信することができる。上述し
たように、低電力期間（たとえば、ＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間）がＴＴＴ入口とＴＴＴ出口と
の間で開始する場合、ＵＥは、低電力状態を終了した後（たとえば、ＣＤＲＸ　ＯＦＦ期
間が終わるとき）、ＭＲを送信することができる。いくつかのモビリティシナリオの間、
ＵＥによるＭＲの遅延送信によって、ネットワークは、不正確な、古い、または無効な情
報に基づいて、ハンドオーバ決定を行い得る。
【０１２３】
　[0137]図１１は、ＵＥが遅延ＭＲ報告を送信する例示的なシナリオ１１００を示す。図
１１に示されるように、時間は、ｘ軸に表され、ＲＳＲＰは、ｙ軸に表される。
【０１２４】
　[0138]ｔ0において、ターゲットセルのＲＳＲＰがソースセルのＲＳＲＰよりも高いの
で、ソースセルからターゲットセルへのハンドオーバ手順が開始し得る。したがって、ｔ

0において測定イベントタイマー（たとえば、ＴＴＴタイマー）が開始し、ｔ2で期限切れ
になるように設定され得る。測定イベントタイマーが満了すると、ｔ2において、ＵＥは
、ＭＲをソースセルにタイムリーに送信しなければならない。
【０１２５】
　[0139]しかしながら、図示したように、低電力期間は、測定イベントタイマーｔ0の始
まりと測定イベントタイマーｔ2の終わりとの間に開始し得る。たとえば、ｔ1において、
ＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間が開始し、ＵＥによる送信は、ＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間がｔ3におい
て終わるまで一時停止され得る。
【０１２６】
　[0140]ｔ3において、ＵＥは、起動し、次に、潜在的に古いＭＲをネットワークに送信
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することができる。少なくとも部分的にＭＲに基づいて、ネットワークは、ソースセルよ
りも弱くなったターゲットセルにＵＥをハンドオーバすることができる。本開示の態様は
、より正確な、タイムリーなＭＲをソースセルに送信しようとして、ＵＥにおける測定イ
ベントタイマー（たとえば、ＴＴＴタイマー）と低電力期間（たとえば、ＣＤＲＸ　ＯＦ
Ｆ期間）との間のこの競合に対処するための方法および装置を提供する。
【０１２７】
　[0141]図１２は、本開示の態様による、ＵＥによって実施される例示的動作１２００を
示す。ＵＥは、図１のＵＥ１１５とすることができ、添付の図に図示される１つまたは複
数の構成要素を含み得る。たとえば、測定報告モジュール２１０、タイミング決定モジュ
ール３１０、ＴＴＴ－ＣＤＲＸ区間比較モジュール４２０、１つまたは複数のトランシー
バモジュール５１０、およびアンテナ５０５は、本明細書で説明する態様を実行すること
ができる。さらに、プロセッサモジュール５２５およびメモリ５１５は、本開示の態様を
実施するように構成され得る。
【０１２８】
　[0142]１２０２において、ＵＥは、測定イベントタイマーによって定義される時間の間
に、低電力期間が開始することを決定することができる。たとえば、測定報告モジュール
２１０は、測定報告をトリガするための開始状態またはイベントを検出し、ＴＴＴタイマ
ーを開始することができる。開始状態またはイベントは、たとえば、しきい値を満たすタ
ーゲットセルの測定基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）または測定基準信号受信品質（ＲＳＲ
Ｑ）とすることができる。比較モジュール４１５は、測定イベントに関連した測定報告の
タイミングが低電力期間の間（たとえば、ＣＤＲＸ　ＯＦＦ状態の間）に生じるかどうか
を決定するために使用され得る。
【０１２９】
　[0143]図１３および図１４を参照しながら以下でより詳細に説明するように、１２０４
において、ＵＥは、低電力期間を変更することができる。変更は、測定イベント時間によ
って定義された時間の間に、ＵＥの低電力期間が開始することを決定すること、測定イベ
ントタイマーの持続時間、および低電力期間の持続時間に少なくとも部分的に基づき得る
。態様によれば、低電力期間を変更することは、（たとえば、ＭＲの送信まで）低電力期
間の開始を遅らせること、または低電力期間をスキップすることのうちの１つを含み得る
。
【０１３０】
　[0144]１２０６において、ＵＥは、変更された低電力期間に少なくとも部分的に基づい
て、測定イベントタイマーに関連したＭＲを送信することができる。
【０１３１】
　[0145]態様によれば、低電力期間を変更することは、低電力期間よりも測定イベントタ
イマーを優先させることを含む。このようにして、ＵＥは、正確な、タイムリーなＭＲを
ネットワークに送信することができる。低電力期間は、測定イベントタイマーの持続時間
と低電力期間の持続時間との間の差に少なくとも部分的に基づいて変更され得る。たとえ
ば、測定イベントタイマーは、それが低電力期間の持続時間よりも短いとき、優先され得
る。本明細書で説明するように、測定イベントタイマーは、ＴＴＴタイマーを含み得、低
電力期間は、ＣＤＲＸ　ＯＦＦ期間を含み得る。
【０１３２】
　[0146]低電力期間よりも測定イベントタイマーを優先させることは、中から高のＵＥモ
ビリティシナリオの間に生じ得る。たとえば、ＵＥのモビリティパラメータが、ＵＥが、
中から高のモビリティ状態にあることを示すしきい値を超えるとき、ＭＲの適時性は、Ｕ
Ｅの低電力状態よりも優先され得る。態様によれば、モビリティメトリックは、たとえば
、ドップラースプレッドまたはチャネル時間自己相関を介してＵＥに既知であり得る。
【０１３３】
　[0147]図１３は、本開示の態様による、ＵＥが低電力期間に入り、出るために、ＭＲの
送信後、低電力期間に十分な時間が残っていることを決定すると、低電力期間の開始を遅
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らせる一例１３００を示す。
【０１３４】
　[0148]ｔ0において、ターゲットセルのＲＳＲＰは、ソースセルのＲＳＲＰよりも強い
可能性がある。したがって、ｔ0において測定イベントタイマーが開始し、ｔ2で期限切れ
になるように設定され得る。しかしながら、ｔ2において、ＵＥは、低電力状態にあるよ
うにスケジュールされ得る。
【０１３５】
　[0149]態様によれば、ＵＥは、低電力期間の持続時間が測定イベントタイマーの持続時
間よりも実質的に長いことを決定し得る。言い換えれば、ｔ2における測定イベントタイ
マーの満了、およびｔ3における関連のＭＲの送信後、ＵＥが低電力期間に入り（たとえ
ば、スリープする）、低電力期間を出る（たとえば、ウェイクアップ）ために十分な時間
が残っているように、低電力期間の持続時間は十分に長い。
【０１３６】
　[0150]このように、図１３に図示したように、ＵＥは、ｔ2まで低電力期間の開始を遅
らせることができる。ｔ2において、ＵＥは、ＭＲを送信することができ、低電力状態に
入ることができる。ＵＥは、最初にスケジュールされているように、ｔ3において低電力
状態を出ることができる。
【０１３７】
　[0151]図１４は、本開示の態様による、ＵＥが低電力期間に入り、出るために、ＭＲの
送信後、低電力期間に十分な時間が残っていないことを決定すると、低電力期間をスキッ
プする一例１４００を示す。図１４に示されるように、低電力期間の持続時間と測定イベ
ントタイマーの持続時間との間の差は、図１３に図示される低電力期間の持続時間と測定
イベントタイマーの持続時間との間の差よりも小さい。
【０１３８】
　[0152]ｔ0において、ターゲットセルのＲＳＲＰは、ソースセルのＲＳＲＰよりも強い
可能性がある。したがって、ｔ0において測定イベントタイマーが開始し、ｔ2で期限切れ
になるように設定され得る。しかしながら、ｔ2において、ＵＥは、低電力状態にあるよ
うにスケジュールされ得る。
【０１３９】
　[0153]図１４に図示したように、態様によれば、ＵＥは、測定イベントタイマーの満了
時、ＭＲの送信後、低電力期間に残っている時間量で、ＵＥが低電力状態に入り、出るこ
とが実際的でない可能性があることを決定することができる。たとえば、ＵＥは、ＵＥが
、ｔ3の低電力期間のスケジュールされた終わりとｔ2のＭＲの送信との間の低電力期間に
入り、出るために、十分な時間が残っていないことを決定することができる。したがって
、ＵＥは、測定イベントタイマーを優先させ、この低電力期間をスキップすることができ
る。低電力期間をスキップすることによって、タイムリーでより正確なＭＲがソース基地
局に送信され得る。
【０１４０】
　[0154]ＲＳＲＰが図１１、図１３、および図１４に示されているが、ＲＳＲＱおよび／
またはＳＮＲを含む他の信号測定値が、ハンドオーバプロセスの一部として測定イベント
タイマーをトリガするために使用され得る。
【０１４１】
　[0155]したがって、本明細書に詳述されるように、本開示の態様は、測定イベントタイ
マーによって定義される時間の間に、低電力期間が開始するようにスケジュールされてい
るとき、低電力期間よりも測定イベントタイマーを優先させるための方法および装置を提
供する。ＵＥは、低電力期間を変更することができ、正確でタイムリーなＭＲをネットワ
ークに送信しようとし得る。低電力期間を変更することは、測定イベントタイマーに関連
したＭＲの送信まで低電力状態の開始を遅らせること、または低電力期間をスキップする
ことを含み得る。
【０１４２】
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　[0156]図１３を参照しながら説明したように、低電力期間の持続時間が測定イベントタ
イマーの持続時間よりも実質的に長いとき、測定イベントタイマーは、引き続き実行され
、低電力期間は、測定イベントタイマーの満了時に開始し得る。図１４を参照しながら説
明したように、低電力期間の持続時間がより長いが、測定イベントタイマーの持続時間よ
りも実質的に長くない場合、ＵＥが低電力状態に入り、出るために、ＭＲの送信後、低電
力状態において十分な時間が残っていない可能性がある。したがって、ＵＥは、スリープ
の機会をスキップすることができる。
【０１４３】
　[0157]測定イベントタイマーの持続時間が低電力期間の持続時間よりも長いとき、競合
は存在しない。したがって、ＵＥは、測定イベントタイマーが実行している間、低電力状
態に入り、出ることができる。
【０１４４】
　[0158]添付の図面に関して上記に記載した詳細な説明は、例示的な態様について説明し
ており、実装され得るまたは特許請求の範囲内に入る唯一の実施形態／態様を表すもので
はない。この明細書全体にわたって使用する「例示的」という用語は、「例、事例、また
は例示の働きをすること」を意味し、「好ましい」または「他の実施形態よりも有利な」
を意味しない。発明を実施するための形態は、説明する技法の理解を与える目的で具体的
な詳細を含む。しかしながら、これらの技法は、これらの特定の詳細なしに実践される場
合がある。いくつかの事例では、説明した実施形態の概念を不明瞭にすることを回避する
ために、よく知られている構造およびデバイスがブロック図の形式で示されている。
【０１４５】
　[0159]本明細書で説明される技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡおよび他のシステムなどの様々なワイヤレス通信システムに使用され得る。
「システム」および「ネットワーク」という用語はしばしば互換的に使用される。ＣＤＭ
Ａシステムは、ＣＤＭＡ２０００、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ）などの
無線技術を実装することができる。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００規格、ＩＳ－９
５規格、およびＩＳ－８５６規格をカバーする。ＩＳ－２０００　Ｒｅｌｅａｓｅ　０お
よびＡは、通常、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、１Ｘなどと呼ばれる。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ
－８５６）は、通常、ＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ、Ｈｉｇｈ　Ｒａｔｅ　Ｐａｃ
ｋｅｔ　Ｄａｔａ（ＨＲＰＤ）などと呼ばれる。ＵＴＲＡは、Ｗｉｄｅｂａｎｄ　ＣＤＭ
Ａ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））とＣＤＭＡの他の変形形態とを含む。ＴＤＭＡシステムは
、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標））などの無線技術を実装する
ことができる。ＯＦＤＭＡシステムは、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、発
展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、Ｉ
ＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－
ＯＦＤＭＡなどの無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサル
モバイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰのロング
タームエボリューション（ＬＴＥ）およびＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－Ｕ
ＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ
。ＬＴＥ、ＬＴＥ－ＡおよびＧＳＭは、「第３世代パートナーシッププロジェクト」（３
ＧＰＰ）と呼ばれる組織からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは
、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２）と呼ばれる組織からの文
書に記載されている。本明細書において説明される技法は、上記のシステムおよび無線技
術、ならびに他のシステムおよび無線技術に使用され得る。しかしながら、以下の説明は
、例としてＬＴＥシステムを記載し、以下の説明の大部分においてＬＴＥ用語が使用され
るが、本技法はＬＴＥ用途以外に適用可能である。
【０１４６】
　[0160]様々な開示される実施形態のいくつかに適応し得る通信ネットワークは、階層化
プロトコルスタックに従って動作するパケットベースネットワークであり得る。たとえば
、ベアラまたはパケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）レイヤでの通信
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は、ＩＰベースであり得る。無線リンク制御（ＲＬＣ）レイヤは、論理チャネルを介して
通信するためにパケットセグメンテーションおよびリアセンブリを実施し得る。媒体アク
セス制御（ＭＡＣ）レイヤは、優先順位処理と、トランスポートチャネルへの論理チャネ
ルの多重化とを実施し得る。ＭＡＣレイヤはまた、ＭＡＣレイヤで再送信を行ってリンク
効率を改善するために、ハイブリッドＡＲＱ（ＨＡＲＱ）を使用することができる。物理
レイヤで、トランスポートチャネルは物理チャネルにマッピングされ得る。
【０１４７】
　[0161]情報および信号は、多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表される場
合がある。たとえば、上記の説明全体にわたって言及される場合があるデータ、命令、コ
マンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁場も
しくは磁性粒子、光場もしくは光学粒子、またはそれらの任意の組合せによって表される
場合がある。
【０１４８】
　[0162]本明細書の開示に関して説明された様々な例示的なブロックおよびモジュールは
、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩ
Ｃ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）もしくは他のプログラマブル
論理デバイス、個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別ハードウェアコンポーネント
、または本明細書で説明された機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せに
よって実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、代
替では、プロセッサは任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、
またはステートマシンであり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組
合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、Ｄ
ＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他のそのよう
な構成として実装され得る。いくつかの場合、プロセッサは、メモリと電子的に通信して
いてもよく、メモリは、プロセッサによって実行可能な命令を記憶する。
【０１４９】
　[0163]本明細書において説明された機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行さ
れるソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。プロ
セッサによって実行されるソフトウェアで実装される場合、機能は、１つまたは複数の命
令またはコードとしてコンピュータ可読媒体上に記憶され、またはコンピュータ可読媒体
を介して送信され得る。他の例および実装形態が、本開示および添付の特許請求の範囲お
よび趣旨内にある。たとえば、ソフトウェアの性質により、上記に記載された機能は、プ
ロセッサ、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリング、またはこれらのいずれ
かの組合せによって実行されるソフトウェアを使用して実装される場合がある。機能を実
装する特徴はまた、機能の部分が異なる物理的ロケーションにおいて実装されるように分
散されることを含む、様々な位置に物理的に配置される場合がある。また、特許請求の範
囲を含む本明細書で使用される場合、「のうちの少なくとも１つ」で始まる項目のリスト
内で使用される「または」は、たとえば、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」
のリストが、ＡまたはＢまたはＣまたはＡＢまたはＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すなわ
ち、ＡおよびＢおよびＣ）を意味するような選言的リストを示す。
【０１５０】
　[0164]コンピュータプログラム製品またはコンピュータ可読媒体はともに、ある場所か
ら別の場所へのコンピュータプログラムの転送を容易にする任意の媒体を含む、コンピュ
ータ可読記憶媒体と通信媒体とを含む。記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによっ
てアクセスされ得る任意の媒体であり得る。限定ではなく例として、コンピュータ可読媒
体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭもしくは他の光ディス
クストレージ、磁気ディスクストレージもしくは他の磁気ストレージデバイス、または、
命令もしくはデータ構造の形態の所望のコンピュータ可読プログラムコードを搬送または
記憶するために使用され、汎用もしくは専用コンピュータまたは汎用もしくは専用プロセ
ッサによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備え得る。また、任意の接続がコンピ
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バーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、お
よびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリ
モート光源から送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、
ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に
含まれる。本明細書で使用するディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクト
ディスク（disc）（ＣＤ）と、レーザーディスク（登録商標）（disc）と、光ディスク（
disc）と、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）と、フロッピー（登録商標）ディ
スク（disk）と、Ｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）とを含み、ディスク（di
sk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学
的に再生する。上記の組合せも、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０１５１】
　[0165]本開示の前の説明は、当業者が本開示を作製または使用することを可能にするた
めに提供される。本開示への様々な変更は当業者には容易に明らかであり、本明細書にお
いて定義された一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく他の変形形態
に適用される場合がある。本開示全体にわたって、「例」または「例示的」という用語は
、一例または一事例を示すものであり、言及された例についていかなる選好も暗示せず、
または必要としない。したがって、本開示は、本明細書で説明した例および設計に限定さ
れるべきでなく、本明細書で開示した原理および新規の特徴に一致する最も広い範囲を与
えられるべきである。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１３】 【図１４】
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